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む
す
び
に

斎
）。
多
く
の
著
述
を
残
し
た
中
に
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
を
講
じ
た
『
楚
辭
師

説
』が
あ
る
1

。
本
書
は
朱
子
学
が
持
っ
た
社
会
的
影
響
力
か
ら
江
戸
期
の
楚
辞
・

屈
原
認
識
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
み
な
ら
ず
、
明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
漢
籍
國
字
解
全
書
』
に
収
め
ら
れ
、
広
く
読
ま
れ
た

こ
と
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
は
続
い
た
と
さ
れ
る
。
筆
者
は

こ
れ
ま
で
中
国
文
化
史
上
の
屈
原
像
に
関
心
を
持
ち
、
屈
原
お
よ
び
屈
原
賦
に

つ
い
て
の
言
説
を
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
媒
体
と
し
て
考
察
し
て
来
た
。
本
研
究
は

江
戸
・
明
治
期
の
楚
辞
関
連
著
述
の
再
評
価
を
目
指
す
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
、
筆
者
は
浅
見
絅
斎
『
楚
辭
師
説
』（
以
下
、「
絅
斎
」『
師
説
』）
に
着

目
し
、
本
書
を
通
し
て
、
江
戸
期
に
流
布
し
、
近
代
日
本
に
受
け
継
が
れ
た
屈

原
像
の
構
成
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

崎
門
派
お
よ
び
絅
斎
に
つ
い
て
は
、
日
本
思
想
・
儒
学
の
観
点
か
ら
の
研
究

が
主
流
で
、
第
一
人
者
と
し
て
近
藤
啓
吾
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
の
執
筆
に

当
た
っ
て
も
大
い
に
裨
益
を
受
け
た
。
一
方
、
崎
門
派
に
お
け
る
楚
辞
講
義
に

つ
い
て
の
注
目
は
極
め
て
少
な
く
、
管
見
の
限
り
、
石
本
道
明
「
淺
見
絅
齋
『
楚

辭
師
説
』
小
考
2

」
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
本
稿
で
は
絅
斎
晩
年
期
に
な
る
『
師

説
』
研
究
の
前
提
と
し
て
、
壮
年
期
に
著
さ
れ
、
生
涯
の
代
表
作
と
な
っ
た
『
靖

献
遺
言
』
に
絅
斎
の
屈
原
像
の
原
型
を
探
る
。

浅
見
絅
斎
『
靖
献
遺
言
』
の
構
想
と
思
想

Conception and Thoughts
O

f
Asam

i Keisai

（
浅
見
絅
斎
）' s Seiken -Yigen

（
靖
献
遺
言
）

江
戸
中
期
の
朱
子
学
者
・
浅
見
絅
斎
の
『
靖
献
遺
言
』
は
中
国
史
上

の
「
忠
臣
義
士
」
八
名
を
選
び
、
そ
の
略
伝
と
「
遺
言
」
を
収
録
し
た

も
の
で
、
巻
頭
の
巻
一
に
屈
原
を
取
り
上
げ
る
。
本
書
は
幕
末
以
来
、

憂
国
憂
民
の
青
年
た
ち
の
愛
読
書
と
な
り
、
近
代
日
本
に
お
い
て
も
広

く
出
版
・
流
布
さ
れ
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
本
稿
は
こ
の
『
靖

献
遺
言
』
に
お
け
る
屈
原
言
説
を
読
み
説
き
、
日
本
近
代
に
お
け
る
屈

原
像
の
淵
源
に
迫
ろ
う
と
す
る
。

田　

宮　

昌　

子

　
　
　

は
じ
め
に

浅
見
絅
斎
（
一
六
五
二
|
一
七
一
一
）
は
江
戸
中
期
の
朱
子
学
者
で
、
山
崎

闇
斎
門
下
の
高
弟
「
崎
門
三
傑
」
の
一
人
で
あ
る
（
他
に
佐
藤
直
方
と
三
宅
尚
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三
〇

　
　
　

一
、『
靖
献
遺
言
』
に
つ
い
て

１
、
ふ
た
つ
の
『
靖
献
遺
言
』
―
『
遺
言
』
と
『
講
義
』
―

絅
斎
自
ら
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、『
靖
献
遺
言
』
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
・

絅
斎
三
三
歳
）
に
着
手
し
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
貞
享
四
年
に
脱
稿
。
諸
友

の
求
め
に
応
じ
て
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
を
終
え
て
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）

十
月
朔
日
か
ら
門
生
の
為
に
『
靖
献
遺
言
』
の
「
講
説
」
を
始
め
、
翌
二
年
閏

正
月
五
日
に
講
了
。
ま
た
、「
講
説
」
開
始
か
ら
や
や
遅
れ
て
、『
靖
献
遺
言
』

中
の
詳
説
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
「
講
義
」
を
同
月
某
日
に
始
め
、
同
じ
く

二
年
閏
正
月
二
八
日
に
終
了
し
た
と
言
う
3

。
こ
れ
ら
「
講
説
」
と
「
講
義
」

の
筆
録
が
そ
れ
ぞ
れ
写
本
で
門
人
の
間
に
伝
わ
っ
た
が
、
後
者
の
「
講
義
」
の

み
、
絅
斎
没
後
の
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、『
靖

献
遺
言
』
に
関
し
て
は
、『
靖
献
遺
言
』
本
書
（
以
後
『
遺
言
』）
と
、
そ
れ
に

つ
い
て
絅
斎
自
身
が
講
義
し
た
『
靖
献
遺
言
講
義
』（
以
後
『
講
義
』）
の
二
書

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
4

。

２
、
本
稿
で
用
い
る
テ
ク
ス
ト

『
遺
言
』
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
脱
稿
し
、
元
禄
元
年
5

に
初
版
が

刊
行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
初
版
本
は
未
発
見
で
、
伝
存
す
る
の
は
全

て
改
訂
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
早
期
の
刊
が
無
窮
会
所
蔵
本（
美

濃
版
三
冊
・
青
表
紙
・
無
刊
記
）
で
、
通
行
本
（
美
濃
版
三
冊
・
茶
表
紙
・
有

刊
記
）
と
比
較
す
る
と
、
同
じ
板
木
に
よ
る
印
刷
で
、
文
字
に
摩
滅
が
無
く
、

印
刷
が
鮮
明
、
書
物
の
た
け
幅
が
豊
か
等
か
ら
、
無
刊
記
本
は
絅
斎
の
家
蔵
板

本
で
、
こ
の
板
本
に
刊
記
「
京
師
二
條
通
衣
棚
・
風
月
荘
左
衞
門
發
行
」
を
加

え
て
風
月
堂
が
発
売
し
た
も
の
が
有
刊
記
の
通
行
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
6

。

本
稿
で
は
『
遺
言
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
伝
存
す
る
最
も
早
期
の
刊
本
に
拠
っ

て
い
る
近
藤
啓
吾
・
金
本
正
孝
編
『
淺
見
絅
齋
集
』（
国
書
刊
行
会
、一
九
八
九
年
）

所
収
テ
ク
ス
ト
を
底
本
と
す
る
7

。『
講
義
』
に
つ
い
て
も
同
書
所
収
テ
ク
ス
ト

を
底
本
と
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
影
印
で
は
な
く
、
近
藤
が
写
本
に
よ
り
校
定
し

た
も
の
で
あ
る
8

。

３
、
書
名
『
靖
献
遺
言
』
に
込
め
た
意
味

絅
斎
は
『
遺
言
』
の
跋
文
「
書
靖
獻
遺
言
後
」
で
こ
う
述
べ
て
い
る
9

。

嗚
呼
、
箕
子
已
往
矣
、
而
其
所
以
自
靖
自
獻
于
先
王
者
、
萬
古
一
心
、
彼

此
無
閒
如
此
。
然
則
後
之
讀
遺
言
者
、
所
以
驗
其
心
、
亦
豈
遠
求
也
耶
（
嗚

呼
、
箕
子
已
に
往
け
り
。
而
し
て
其
の
自
ら
靖
ん
じ
自
ら
先
王
に
獻
ず
る

所
以
の
者
、
萬
古
一
心
、
彼
此

閒
へ
だ
て

無
き
こ
と
此
の
如
し
。
然
ら
ば
則
ち

後
の
遺
言
を
讀
む
者
、
其
の
心
を
驗
す
る
所
以
、
亦
た
豈
に
遠
く
求
め
ん

や
）。

こ
こ
に
言
う
箕
子
云
々
は
、
殷
が
滅
び
よ
う
と
す
る
時
、
微
子
と
箕
子
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
る
語
「
自
靖
人
自
獻
于
先
王
」
を
出
典
と
す
る
（『
尚

書
』「
商
書
」
微
子
篇
）。
話
者
や
字
義
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
家
存
亡
の
危
機
に
際
し
て
ど
う
身
を
処
す
か
と
い
う
選
択

に
当
た
っ
て
、
各
々
が
己
の
信
じ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
誠
を
尽
く
す
と
い
う
大

意
に
収
ま
る
。
絅
斎
の
門
人
に
連
な
る
谷
秦
山
10

が
『
靖
献
遺
言
』
を
説
い
て
、

下
記
の
よ
う
に
そ
の
意
を
補
足
し
て
い
る
。

箕
子
ハ
千
歳
以
前
ニ
死
ナ
レ
タ
ガ
、
箕
子
ノ
自
靖
自
獻
于
先
王
ト
云
ハ
レ

タ
詞
ハ
萬
古
忠
臣
ノ
心
デ
、
忠
義
ヲ
盡
シ
テ
死
ヌ
ル
ト
云
フ
ニ
カ
ウ
云
フ

ヨ
リ
外
ノ
云
ヒ
ヤ
ウ
ハ
ナ
イ
。
…
…
日
本
ノ
楠
ガ
此
二
字
ノ
旨
ハ
知
ラ
イ

デ
モ
、
ア
ノ
道
ニ
處
シ
テ
行
ハ
レ
タ
ナ
リ
ハ
、
此
二
字
ニ
ヒ
シ
ト
合
フ
11

。

「
靖
献
」
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
忠
臣
の
心
を
意
味
し
、
和
漢
を
問
わ
ず
万
古
不
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変
の
も
の
で
あ
り
、
楠
木
正
成
が
行
っ
た
こ
と
は
ま
さ
に
こ
の
二
字
な
の
だ
と

言
う
12

。

４
、『
靖
献
遺
言
』
の
構
成

全
八
巻
。
各
巻
一
人
を
取
り
上
げ
、
そ
の
人
物
の
「
遺
言
」
に
略
伝
を
加
え
、

諸
家
の
評
と
関
連
す
る
文
を
附
載
す
る
。
第
一
巻
が
屈
原
、
次
い
で
、
諸
葛
亮
、

陶
淵
明
、
顔
真
卿
、
文
天
祥
、
謝
枋
得
、
劉
因
、
方
孝
孺
の
計
八
人
で
あ
る
。

各
巻
の
構
成
は
、
各
人
の
事
績
と
そ
の
人
物
が
残
し
た
「
遺
言
」
に
そ
れ
ら
の

理
解
を
助
け
る
た
め
の
資
料
を
附
載
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
あ
り
方
は
、
第
三
章
で
巻
一
に
つ
い
て
見
る
が
、
こ
の
構
成
の
趣
旨
に
つ

い
て
、
絅
斎
は
前
出
の
跋
文
冒
頭
で
こ
う
述
べ
る
。

古
今
忠
臣
義
士
、
素
定
之
規
、
臨
絶
之
音
、
見
乎
衰
頽
危
亂
之
時
、
而
表

于
青
史
遺
編
之
中
者
、
昭
昭
矣
。
…
閒
竊
纂
其
特
著
者
、
得
八
篇
。
…
且

稽
其
事
蹟
大
略
、
紀
諸
本
題
之
下
、
令
其
發
于
聲
辭
之
各
所
以
然
者
有
以

幷
考
焉
。
至
其
他
一
時
同
體
之
士
可
因
而
附
見
者
、
與
先
正
格
論
有
關
于

綱
常
之
要
、
以
及
夫
婾
生
忘
義

非
求
售
、
以
欲
欺
天
下
後
世
者
、
又
率

得
類
推
究
覈
、
以
屬
卷
後
（
古
今
の
忠
臣
義
士
、
素
定
の
規
、
臨
絶
の
音
、

衰
頽
危
亂
の
時
に
見

あ
ら
は

れ
て
、
青
史
遺
編
の
中
に
表

あ
ら
は

る
る
も
の
昭
昭
た
り
。

…
閒

こ
の
ご

ろ
竊

ひ
そ
か

に
そ
の
特
に
著
し
き
も
の
を
纂

あ
つ
め

て
八
篇
を
得
。
…
且
つ
そ
の
事

蹟
の
大
略
を
稽
へ
、
こ
れ
を
本
題
の
下
に
紀
し
、
其
の
聲
辭
に
發
す
る
の

各
ゝ
然
る
所
以
の
者
を
し
て
以
て
幷
せ
考
ふ
る
こ
と
有
ら
し
む
。
其
の
他

一
時
同
體
の
士
因
り
て
附
見
す
べ
き
者
と
、
先
正
の
格
論
の
、
綱
常
の
要

に
關

あ
づ
か

る
こ
と
有
る
と
、
以
て
夫
の
生
を
婾
み
義
を
忘
れ
、
非
を

り
售
ら

ん
を
求
め
て
、
以
て
天
下
後
世
を
欺
か
ん
と
欲
す
る
者
に
及
ぶ
に
至
る
ま

で
、
又
率

お
お
む

ね
類
推
究
覈か

く

し
て
以
て
卷
後
に
屬
す
る
こ
と
を
得
）。

古
今
の
「
忠
臣
義
士
」
の
遺
言
の
中
か
ら
特
に
選
び
抜
い
た
八
篇
に
、
そ
の
人

物
の
事
績
の
大
略
を
本
題
の
後
（
遺
言
の
前
）
に
記
し
、
そ
の
遺
言
が
発
せ
ら

れ
た
所
以
を
併
せ
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
更
に
参
考
と
な
る
他
の
同
趣
の

人
物
の
事
績
、
大
義
に
関
わ
る
先
賢
の
論
を
附
載
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
婾
生

忘
義
、
飾
非
求
售
」
と
い
う
反
面
教
師
を
も
加
え
る
の
は
、
朱
熹
『
楚
辭
後
語
』

（
以
後
『
後
語
』）
が
揚
雄
「
反
離
騒
」
を
収
録
し
た
上
で
、
揚
雄
を
手
厳
し
く

批
判
す
る
序
を
冠
す
る
の
に
倣
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

５
、
後
世
へ
の
影
響
と
評
価

 １） 

幕
末
か
ら
近
代
に
お
け
る
注
目

明
治
以
降
、
崎
門
派
の
尊
王
・
国
粋
主
義
が
明
治
維
新
を
も
た
ら
す
重
要
な

原
動
力
と
な
っ
た
の
だ
と
す
る
思
潮
が
あ
り
、『
遺
言
』
は
特
に
こ
の
観
点
か

ら
注
目
さ
れ
て
来
た
。
例
え
ば
、
江
戸
中
期
の
尊
王
論
弾
圧
事
件
で
あ
る
宝
暦

事
件
（
一
七
五
八
年
）
に
お
い
て
、首
謀
者
と
目
さ
れ
た
竹
内
式
部
（
一
七
一
二

|
一
七
六
八)

は
絅
斎
の
高
弟
・
強
斎
お
よ
び
そ
の
弟
子
筋
の
教
え
を
受
け
た

と
さ
れ
て
お
り
、
堂
上
の
公
卿
13

に
学
を
講
じ
る
際
に
『
遺
言
』
に
も
説
き
及

ん
だ
と
い
う
。
宝
暦
事
件
の
後
、
京
都
所
司
代
が
行
っ
た
取
り
調
べ
で
は
「
四

書
五
経
に
て
事
足
り
申
す
べ
き
に
、
か
ヽ
る
は
げ
し
き
書
」
を
講
じ
た
の
は
な

ぜ
か
、
と
問
い
た
だ
し
た
と
い
い
、
式
部
追
放
の
罪
三
条
の
一
項
と
な
っ
た
。

幕
府
が
『
遺
言
』
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
14

。

そ
し
て
、『
遺
言
』
初
版
か
ら
約
二
百
年
、
幕
末
に
至
る
と
『
遺
言
』
の

刊
行
が
急
増
す
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
補
刻
版
が
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
は
中
型
本
が
新
刻
さ
れ
、
明
治
維
新
後
も
明
治
二
年
、
一
三

年
と
相
次
い
で
増
刷
さ
れ
た
。
更
に
、
よ
り
小
さ
な
小
型
本
も
刊
行
さ
れ
、
近

藤
は
明
治
一
二
年
発
行
の
四
刻
本
を
所
蔵
す
る
と
い
う
。
補
刻
・
新
刻
の
み
な
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ら
ず
、
携
帯
に
便
利
な
中
小
型
本
が
登
場
し
て
版
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
盛
行

ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
15

。	

『
遺
言
』
は
幕
末
の
志
士
の
愛
読
書
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
る
。
吉
田
松
陰

（
一
八
三
〇
|
一
八
五
九
）
は
国
禁
を
犯
し
て
の
海
外
渡
航
の
企
て
に
失
敗
し

て
収
監
さ
れ
た
野
山
獄
16

で
「
靖
獻
遺
言
を
讀
む
に
因
り
て
作
る
」
と
し
て
書

中
の
八
人
を
題
に
一
人
一
首
を
詠
ん
で
い
る
。
第
一
首
に
屈
原
を
詠
む
。

秦
國

不
測　

秦
國
は
情
測
ら
れ
ず

張
儀
多
詭
詞　

張
儀
は
詭
詞
多
し

懷
王
聼
不
聰　

懷
王
は
聼
聰
な
ら
ず

上
官
逞
忌
猜　

上
官
は
忌
猜
逞
し

内
爲
姦
邪
擾　

内
は
姦
邪
に
擾み

だ

さ
れ

外
爲
强
敵
窺　

外
は
强
敵
に
窺
は
る

國
事
日
益
非　

國
事
は
日
益
に
非
に
し
て

愁
思
亂
如
絲　

愁
思
は
亂
れ
て
絲
の
如
し

宗
臣
不
得
君　

宗
臣
君
を
得
ず

偸
生
尚
爲
誰　

偷
生
尚
ほ
誰
か
爲
に
か
せ
ん

懷
石
沈
汨
羅　

石
を
懷
き
て
汨
羅
に
沈
む

汨
羅
千
古
悲
17　

汨
羅
千
古
に
悲
し

ま
た
、
自
身
の
心
境
を
屈
原
に
重
ね
合
わ
せ
る
次
の
詩
も
『
遺
言
』
が
唯
一

全
篇
を
収
め
て
い
る
屈
賦
「
漁
父
」
の
一
句
に
拠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
松

陰
の
屈
原
や
屈
賦
理
解
は
『
遺
言
』
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

絲
竹
隣
楼
沸　
　

絲
竹　

隣
楼
に
沸
く

孤
囚
対
灯
青　
　

孤
囚　

灯
青
に
対
す

解
釈
屈
子
怨　
　

解
し
釈と

く
屈
子
の
怨

衆
酔
吾
独
醒
18　

 

衆
は
酔
い
て
吾
れ
独
り
醒
む
と

次
は
、
松
陰
の
弟
子
に
当
た
る
高
杉
晋
作
（
一
八
三
九
|
一
八
六
七
）
が
や

は
り
野
山
獄
に
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
際
に
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。

君
不
見
死
爲
忠
鬼
菅
相
公　

君
見
ず
や
死
し
て
忠
鬼
と
な
る
菅
相
公

靈
魂
尚
存
天
拜
峰　
　
　
　

靈
魂
尚
ほ
存
り
天
拜
峰

又
不
見
懷
石
投
流
楚
屈
平　

又
た
見
ず
や
石
を
懷
き
て
流
れ
に
投
ず
楚
の

屈
平

至
今
人
悲
汨
羅
江　
　

今
に
至
る
も
人
は
悲
し
む
汨
羅
の
江

自
古
讒
間
害
忠
節　
　

古
よ
り
讒
間
忠
節
を
害
し

忠
臣
思
君
不
懷
躬　
　

忠
臣
は
君
を
思
ひ
て
躬み

を
懷お

も

は
ず

我
亦
貶
謫
幽
囚
士　
　

我
も
亦
た
貶へ

ん

謫た
く

幽
囚
の
士

憶
19

起
二
公
涙
沾
胸　

二
公
を
憶お

も

ひ
起
せ
ば
涙
は
胸
を
沾

う
る
ほ

す

休
恨
空
爲
讒
間
死　
　

恨
む
を
休や

め
よ
空
し
く
讒
間
の
爲
に
死
す
る
を

自
有
後
世
議
論
公
20　

自
ら
後
世
議
論
の
公

あ
か
ら
さ
ま

な
る
有
り

（
元
治
元
年
四
月
二
十
五
日　

在
野
山
獄
）

屈
原
と
菅
原
道
真
を
共
に
讒
に
遭
っ
て
左
遷
さ
れ
不
遇
の
う
ち
に
死
し
た
忠
臣

と
し
て
詠
み
込
み
、
自
ら
の
思
い
を
託
し
て
い
る
。
松
陰
の
場
合
と
異
な
り
、

『
遺
言
』
と
の
関
係
を
証
す
る
も
の
は
無
い
が
、
師
が
同
じ
獄
中
に
あ
っ
て
『
遺

言
』
を
愛
読
し
、
書
中
の
八
名
に
自
ら
を
投
影
し
た
詩
を
詠
ん
だ
こ
と
は
胸
中

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
江
戸
幕
府
の
重
臣
で
あ
っ
た
栗
本
鋤
雲
（
一
八
二
二
|
一
八
九
七
）

は
明
治
維
新
後
も
旧
幕
府
の
遺
臣
を
以
て
任
じ
た
。
栗
本
の
「
題
淵
明
先
生
燈

下
讀
書
圖
」
は
白
髪
の
遺
臣
が
『
楚
辭
』
を
読
む
情
景
を
う
た
う
。



宮崎公立大学人文学部紀要　第 30 巻　第 1 号

三
三

門

蕭
條
夜
色
悲	

門

蕭
條
と
し
て
夜
色
悲
し

鵂
鶹
聲
在
月
前
枝	

鵂
鶹
聲
は
在
り
月
前
の
枝

誰
憐
孤
帳
寒
檠
下	

誰
か
憐
れ
む
孤
帳
寒
檠
の
下

白
髮
遺
臣
讀
楚
辭
21	

白
髮
の
遺
臣
、
楚
辭
を
讀
む

他
に
も
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
著
さ
れ
た
詩
文
に
は
『
遺
言
』
の
直
接
間

接
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
表
現
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
西
郷
隆
盛
が
沖
永
良

部
島
で
の
幽
囚
中
に
詠
ん
だ
詩
も
「
離
騒
」
に
言
及
し
、
冤
を
訴
え
る
。

雨
帯
斜
風
叩
敗
紗　
　

 

雨
は
斜
風
を
帯
び
て
敗
紗
を
叩
き

子
規
啼
血
訴
冤
譁　
　

 
子
規
は
血
に
啼
き　

冤
を
訴
へ
て
譁

か
ま
び
す

し

今
宵
吟
誦
離
騒
賦　
　

 

今
宵
吟
誦
す　

離
騒
の
賦

南
竄
愁
懐
百
倍
加
22　

  

南
竄ざ

ん

の
愁
懐　

百
倍
加
ふ

常
に
懐
中
に
入
れ
て
持
ち
歩
く
23

、
獄
中
で
心
の
支
え
と
す
る
と
い
っ
た
彼

ら
の
『
遺
言
』
愛
読
の
様
子
か
ら
は
、『
遺
言
』
が
時
代
の
大
転
換
期
に
社
会

変
革
運
動
に
身
を
投
じ
よ
う
と
す
る
青
年
た
ち
の
「
励
志
」
の
書
と
し
て
機
能

し
た
こ
と
、
ま
た
鋤
雲
の
例
か
ら
は
書
名
の
「
靖
献
」
に
込
め
た
意
味
は
体
制

の
転
換
期
に
遭
遇
し
、
遺
臣
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
選
択
を
も
支
え
た
こ
と

が
分
か
る
。

 ２） 

近
代
以
降
の
『
靖
献
遺
言
』
へ
の
関
心
と
評
価

幕
末
以
来
の
流
れ
を
受
け
て
、
明
治
初
期
に
は
『
遺
言
』
の
注
釈
や
続
編
が

盛
ん
に
上
梓
さ
れ
た
が
、
洋
学
の
盛
行
に
伴
い
、
次
第
に
忘
却
さ
れ
る
。
だ
が
、

明
治
末
年
に
至
る
と
、『
遺
言
』
は
再
び
注
目
を
集
め
、
注
釈
が
続
々
と
刊
行

さ
れ
た
。
日
清
戦
争
（
明
治
二
七
年
）、
日
露
戦
争
（
明
治
四
二
年
）
と
対
外

戦
争
が
相
次
ぐ
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
明
治
四
二
年
に
は
絅
斎
に
従

四
位
が
贈
位
さ
れ
、
四
三
年
に
は
浅
見
家
墓
地
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
期
に
は
『
遺
言
』
は
再
び
忘
却
さ
れ
る
が
、
昭
和
十
年
前
後

か
ら
再
び
盛
行
。
近
藤
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
近
世
思
想
史
や
国
民
道
徳
史

と
い
っ
た
書
籍
で
絅
斎
に
言
及
し
な
い
も
の
は
な
い
と
言
う
。
敗
戦
の
の
ち『
遺

言
』
は
再
び
忘
却
さ
れ
る
。
或
い
は
戦
後
の
民
主
化
の
中
で
は
忌
避
さ
れ
た
面

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
の
『
遺
言
』
研
究
は
、
占
領
終
了
直
後
に
僅
か

な
研
究
が
相
次
い
で
出
た
他
は
極
め
て
乏
し
い
。
尊
王
・
国
粋
主
義
で
知
ら
れ

る
絅
斎
と
そ
の
代
表
作
『
遺
言
』
に
つ
い
て
の
関
心
は
時
勢
と
の
関
係
が
強
い

こ
と
が
見
え
る
。

　
　
　

二
、『
靖
献
遺
言
』
編
纂
の
思
想

『
靖
献
遺
言
講
義
』
は
上
述
し
た
よ
う
に
絅
斎
に
よ
る
『
遺
言
』
講
義
の
筆

録
で
あ
り
、
い
わ
ば
撰
者
自
身
に
よ
る
解
説
書
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
「
靖

獻
遺
言
目
錄
」と
題
し
て
開
講
の
辞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
絅
斎
は
自
ら『
遺
言
』

編
纂
の
動
機
や
目
的
を
懇
切
に
語
っ
て
お
り
、
背
景
に
あ
る
思
想
も
自
ら
の
言

葉
で
明
確
に
語
っ
て
い
る
（
以
下
、
段
落
分
け
と
見
出
し
は
筆
者
に
よ
る
）
24

。

編
纂
の
動
機

某
竊
ニ
以お

爲も

ヘ
リ
。
古
今
聖
賢
ノ
書
、
發
明
開
示
シ
テ
、
天
下
後
世
ヲ
教

ル
所
ノ
者
、
至
レ
リ
盡
セ
リ
。
今
又
別
ニ
書
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
、
愚
鄙
ノ
辭
ヲ

以
テ
聖
賢
ノ
跡
ヲ
ケ
ガ
シ
言
コ
ト
ヲ
須も

ち

ヒ
ズ
。
然
ル
ニ
、
今
日
此
書
ヲ
編

デ
、
以
テ
義
ニ
志
シ
學
ヲ
勉

つ
と
む

ル
ノ
士
ト
共
ニ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ノ
者
ハ
、

道
衰
ヘ
學
廢す

た

レ
、
人
倫
之
方
明
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
、
是
ヲ
以
テ
風
俗
日
ニ
漓う

す

ク
、

所
謂
聖
賢
之
教
ナ
ル
モ
ノ
、
固
ヨ
リ
未
だ
嘗
テ
滅
ビ
ズ
ト
雖
モ
、
能
ク
究

知
テ
而
實
ニ
蹈ふ

む

者
ア
ル
コ
ト
鮮
矣
。
忠
孝
之
大
節
ニ
至
テ
ハ
、
尤
知
而
信

ズ
ル
者
難
矣
。
而
親
ニ
事
ル
者
ハ
、
猶
天
性
ノ
恩
愛
ヲ
以
テ
、
甚＊

賊
害
之
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罪
ニ
至
ル
者
或
ハ
少
シ
。
君
ニ
事
ル
ニ
至
テ
ハ
、
則
其
上
下
相
維つ

ギ
、
貴

賤
相
持
之
躰
、
或
ハ
失
ハ
ザ
ル
者
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
亂
離
反
覆
ノ
際
、

君
ヲ
棄
テ
敵
ニ
降
リ
、
恩
ヲ
忘
レ
義
ニ
背
テ
、
而
平
日
拜は

い
き跽

奔
趨
シ
テ
、

但た
だ

後
ニ
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
ヽ
所
ノ
者
、
少＊

シ
ク
念
ヲ
留
ム
ル
ニ
暇
ナ
キ

者
、
往
々
踵＊

相
屬
、
而
其
閒
忠
義
自
奮
ヒ
、
命
ヲ
殞お

と

シ
節
ニ
赴
ク
者
ア
リ

ト
イ
ヘ
ド
モ
、
君
臣
之
大
義
ニ
於
テ
、
講＊

磨
鍊
達
ス
ル
所
、
精
シ
カ
ラ
ザ

レ
バ
則
心
私
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
義
ハ
則
悖

も
と
り

而
忠
ニ
失
フ
者
皆
是
ナ
リ
。

「
此
書
ヲ
編
デ
、
以
テ
義
ニ
志
シ
學
ヲ
勉
ル
ノ
士
ト
共
ニ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
」
の

は
何
故
か
。
そ
れ
は
「
道
衰
ヘ
学
廃
レ
人
倫
ノ
方
不
明
」
と
な
り
、
聖
賢
の
道

を
実
際
に
生
き
る
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
能
ク
究
知
テ
而

實
ニ
踏
者
」
と
は
、
通
り
一
遍
の
知
識
で
は
な
く
、
本
当
の
意
味
で
究
め
知
っ

て
い
て
、
自
ら
の
生
身
で
そ
れ
を
実
践
す
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。
中

で
も
「
知
而
信
ズ
ル
」（
真
の
意
味
で
理
解
し
不
動
の
姿
勢
を
貫
く
）
こ
と
が

難
し
い
の
が
「
忠
孝
ノ
大
節
」
だ
と
す
る
。
崎
門
派
で
は
父
子
の
み
な
ら
ず
君

臣
の
間
も
天
合
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
父
子
関
係
に
比
し
て
君
臣
関
係
が
人
為

的
で
あ
る
こ
と
を
実
質
的
に
認
め
て
し
ま
っ
て
お
り
、
父
子
に
比
し
て
脆
弱
な

君
臣
間
の
忠
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た
め
に
「
君
臣
之
大
義
ニ
於
テ
講
磨

鍊
達
ス
ル
」、
君
臣
の
義
を
真
の
意
味
で
究
め
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
だ
と

言
う
。

収
録
し
た
文
の
内
容
と
趣
旨

故
ニ
自＊

古
大
義
ニ
明
ニ
シ
テ
、
其
尤
著
シ
キ
者＊

選
擇
シ
テ
遂
ニ
八
人
ヲ
得

焉
。
…
…
蓋
空
言
ヲ
以
テ
義
理
ヲ
説
ク
、
誠
ニ
其
事
歴
ヲ
擧
テ
之
ヲ
閲
ス

ル
之
尤
親
切
ニ
シ
テ
、
感
發
興
起
餘
リ
有
ル
ニ
如
カ
ザ
ル
也
。
其
事
ヲ
擧

而
之
ヲ
閲
ス
ル
ハ
固
ヨ
リ
切
也
矣
。
然
ル
ニ
、
其
将
ニ
絶
ヘ
ン
ト
シ
テ
自

鳴
ノ
言
ニ
至
テ
ハ
、
則
忠
臣
義
士
平
生
之
蘊つ

む

所
、
是
ニ
至
テ
肺
肝
心
腸
ヨ

リ
流
出
シ
テ
、
聲
氣
ニ
見
ハ
ル
ヽ
者
、
眞
ニ
其
風
采
心
志
、
實
ニ
見
而
親＊

接
ル
ガ
如
ク
ナ
ル
者
、
是
ニ
於
テ
得
ベ
キ
焉
哉
。
因
テ
敬

つ
つ
し
み

テ
其
遺
言
ヲ
表

シ
テ
、
以
テ
此
編
之
骨
子
ト
ス
。
且
夫
ノ
事
歴
之
的
切
ニ
シ
テ
感
發
ス
ベ

キ
者
ハ
、
採
テ
其
前
ニ
錄
シ
、
讀
者
ヲ
シ
テ
幷
考
テ
、
以
千
歳
之
下
萬
里

之
遠
、
今
日
吾
心
之
向
フ
所
彼
此
之
閒
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
。

「
故
ニ
自
古
（
古
ヨ
リ
）
大
義
ニ
明
ニ
シ
テ
其
尤
著
シ
キ
者
（
ヲ
）
選
擇
シ
テ

遂
ニ
八
人
ヲ
得
タ
リ
」。
こ
の
た
め
「
忠
孝
ノ
大
節
」
に
つ
い
て
大
義
の
明
ら

か
な
歴
史
上
の
人
物
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
八
人
と
な
っ
た
。
大
義
を
説
く
に
は「
空

言
」（
観
念
的
な
言
葉
）
よ
り
「
事
歴
」（
実
際
の
事
績
）
の
方
が
「
親
切
」（
身

に
迫
っ
て
）「
感
発
興
起
」（
心
を
動
か
し
奮
い
立
た
せ
る
）
も
の
で
あ
る
。
中

で
も
、
そ
の
「
将
絶
自
鳴
ノ
言
」（
命
を
終
え
よ
う
と
す
る
時
に
発
す
る
こ
と

ば
）
は
忠
臣
義
士
が
平
生
か
ら
期
す
る
と
こ
ろ
が
言
葉
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
人
物
の
生
前
の
風
采
や
志
を
目
の
当
た
り
に
接
す
る
か
の
よ
う
に

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
25

。

編
纂
の
狙
い

嗚
呼
。
孰
カ
學
ブ
コ
ト
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ン
。
既
學
矣
、
孰
カ
夫
ノ
義
理
ヲ
知

テ
之
ヲ
踐
ム
コ
ト
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
但
所
謂
大
義
ニ
於
テ
、
見
ル
處
無な

け

レ
バ
、
則
緩
急
之
閒
、
惑
テ
且
乖そ

む

カ
ザ
ラ
ン
ト
欲
ス
ト
モ
、
而
モ
得
ベ
カ

ラ
ズ
。
是
則
某
此
編
ヲ
輯あ

つ

ム
ル
所
以
之
本
意
ニ
シ
テ
…
…

「
孰
カ
學
ブ
コ
ト
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ン
」。
誰
も
み
な
学
ぶ
こ
と
を
欲
し
、
学
ん
だ
か

ら
に
は
義
理
を
実
践
し
た
い
と
願
う
も
の
だ
が
、
大
義
を
真
に
知
っ
て
い
な
い

と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
正
し
く
あ
り
た
い
と
思
っ
て
も
本
意
に
背
く
こ
と
を
し
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て
し
ま
う
も
の
だ
。『
遺
言
』
編
纂
の
動
機
は
こ
こ
に
あ
る
と
言
う
。

当
時
の
儒
学
・
儒
者
へ
の
批
判

大
抵
吾
國
近
世
士
タ
ル
者
、
率

お
お
む
ね

學
ヲ
好
マ
ズ
シ
テ
、而

儻
た
ま
た
ま

學
ヲ
ス
ル
者
ハ
、

以
テ
記
誦
詞
章
之
資
ト
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
而
英
氣
志
氣＊

ア
ル
者
ハ
、
視＊

テ

學
問
讀
書
ヲ
以
テ
事
ニ
益
ナ
シ
ト
シ
テ
、
笑
訕
以
之
ヲ
攘

し
り
ぞ

ク
。
殊わ

き

テ
知
ラ

ズ
、
學
バ
ザ
レ
バ
大
義
ヲ
辨

わ
き
ま

フ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
夫
ノ
英
氣
志
氣＊

用
ル
所

ヲ
知
ラ
ズ
。
但
是
亦
學
ヲ
倡

と
な
ふ

ル
者
之
誤
而
、
其
弊
此
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
ナ
リ
。

吾
国
の
近
頃
の
士
は
学
を
好
ま
ず
、
ま
れ
に
学
問
を
す
る
者
が
あ
っ
て
も
「
記

誦
詞
章
之
資
」
と
す
る
に
過
ぎ
ず
、「
英
氣
志
氣
」
あ
る
者
は
そ
れ
を
見
て
学

問
な
ど
と
い
う
も
の
は
役
に
立
た
な
い
と
侮
っ
て
し
ま
い
、
学
ば
な
け
れ
ば
大

義
の
何
た
る
か
が
分
か
ら
ず
、
そ
の
「
英
氣
志
氣
」
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
学
者
の
誤
り
が
招
い
た
現
象
で
あ
る
。

絅
斎
が
当
時
の
儒
学
や
儒
者
に
抱
い
て
い
た
厳
し
い
認
識
と
憂
慮
が
述
べ
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
は
己
は
真
の
学
問
を
追
求
し
て
い
る
と
い
う
強
烈
な
自
負
も
伺

わ
れ
る
。

武
士
の
小
学
と
し
て

故
ニ
此
編
特
ニ
士
タ
ル
者
ヲ
シ
テ
大
義
ノ
端
的
ヲ
知
而
之
ヲ
切
磨
シ
、
學

ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
一
歩
モ
其
身
ヲ
動
カ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
以
テ
君
ニ
事
ヘ
己
ヲ

處
ス
ル
、
皆
幸
ニ
非
ザ
レ
バ
、
妄
ナ
ル
コ
ト
ヲ
識
テ
、
疑
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン

ト
ス
。
則
此
ヲ
以
テ
武
士
之
小
學
ト
ス
ル
モ
亦
可
、
而
竊
ニ
稽＊

古
君
臣
ノ

義
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス
ル
ノ
遺
意
ニ
附
ス
ト
云
爾
。（
後
略
）

絅
斎
は
最
後
に
『
遺
言
』
の
編
纂
意
図
と
学
問
の
目
的
に
対
す
る
信
念
を
述
べ
、

朱
子
の
『
小
学
』
に
倣
っ
て
、『
遺
言
』
を
武
士
の
小
学
と
し
て
世
に
示
す
と

い
う
抱
負
を
述
べ
る
。

以
上
、
絅
斎
は
自
ら
の
学
に
対
す
る
考
え
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
『
遺
言
』

編
纂
の
意
図
を
実
に
直
截
に
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

形
を
採
る
か
、
次
章
で
見
る
。

　
　
　

三
、『
靖
献
遺
言
』
巻
之
一
「
離
騒
懐
沙
賦
」
の
構
成
と
内
容

　上
述
の
通
り
、『
遺
言
』
は
各
巻
に
一
人
を
取
り
上
げ
、
そ
の
人
物
の
「
遺
言
」

に
略
伝
を
添
え
、
諸
家
の
評
と
関
連
す
る
文
を
附
載
す
る
。
以
下
、
屈
原
を
取

り
上
げ
る
巻
一
に
つ
い
て
具
体
的
に
そ
の
構
成
と
内
容
を
見
る
。

１
、
巻
一
「
離
騒
懐
沙
賦
」
の
趣
旨

『
遺
言
』
の
解
説
書
た
る
『
講
義
』
で
は
各
巻
巻
頭
で
当
該
巻
の
趣
旨
を
述

べ
る
。
巻
一
は
巻
頭
で
あ
る
た
め
全
巻
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
が
、
以
下
で

は
そ
れ
ら
は
省
略
し
つ
つ
、
巻
一
の
趣
旨
を
見
て
い
く
。

離
騒
者
遭
躁
之
義
也
。
…
…
此
篇
某
特
以
懐
沙
賦
爲
遺
言
者
、
以
其
臨
絶

之
音
見
於
懐
沙
二
字
尤
可
見
屈
原
本
意
。
且
以
離
騒
二
字
而
冠
之
者
、
以

屈
原
之
爲
屈
原
皆
從
此
二
字
發
、
故
舉
以
爲
全
篇
之
主
意
要
旨
。
懐
沙
特

其
究
意
耳
（
離
騒
は
躁
に
遭
ふ
の
義
な
り
。
…
…
此
篇
、
某
、
特
に
懐
沙

賦
を
以
て
遺
言
と
な
す
は
、
其
の
臨
絶
の
音
、
懐
沙
二
字
に
見
は
れ
、
尤

も
屈
原
の
本
意
を
見
る
べ
き
を
以
て
な
り
。
且
つ
離
騒
二
字
を
以
て
之
に

冠
す
る
は
、
屈
原
の
屈
原
た
る
は
皆
此
の
二
字
よ
り
發
す
る
を
以
て
、
故

に
挙
げ
て
以
て
全
篇
の
主
意
要
旨
と
な
す
。
懐
沙
は
特
に
其
の
究
意
な
る

の
み
）。

こ
こ
は
巻
一
の
題
「
離
騒
懐
沙
賦
」
に
つ
い
て
説
く
。
絅
斎
は
「
懐
沙
」
を
死

に
臨
ん
で
の
屈
原
の
「
遺
言
」
と
見
て
、巻
一
の
核
心
に
据
え
て
い
る
。「
離
騒
」
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の
二
字
を
「
懐
沙
」
の
前
に
冠
す
る
の
は
「
屈
原
の
屈
原
た
る
は
皆
此
の
二
字

よ
り
發
す
る
」
か
ら
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』（
以
下
『
集
注
』）

の
観
点
と
形
式
に
倣
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

朱
子
晩
年
、
當
君
不
明
臣
蔽
上
之
時
、
而
道
已
不
行
於
天
下
、
忠
藎
惻
怛

之
誠
不
能
自
已
焉
。
雖
其
出
處
之
閒
、
固
非
屈
原
所
能
及
、
然
至
於
夫
純

乎
所
天
之
至
心
、
所
遇
之
時
與
所
踏
之
跡
、
則
有
不
期
而
一
致
、
感
慨
神
會
、

實
非
淺
淺
士
所
能
窺
者
。
是
以
獨
從
容
取
楚
辭
解
之
。
而
至
其
微
意
則
未

嘗
告
人
焉
（
朱
子
晩
年
、
君
は
不
明
に
し
て
、
臣
は
上
を
蔽
ふ
の
時
に
當

た
り
て
、
道
は
已
に
天
下
に
行
は
れ
ず
、
忠
藎
惻
怛
の
誠
自
ら
已
む
能
は

ざ
る
な
り
。
其
の
出
處
の
閒
、
固
よ
り
屈
原
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
と
雖

も
、
然
れ
ど
も
夫
の
天
と
す
る
所
に
純
な
る
の
至
心
、
遇
ふ
所
の
時
、
踏

む
所
の
跡
と
に
至
り
て
は
、
則
ち
期
せ
ず
し
て
一
致
す
る
あ
り
。
感
慨
神

會
、
實
に
淺
淺
の
士
の
能
く
窺
ふ
所
に
非
ざ
る
も
の
な
り
。
是
を
以
て
獨

り
從
容
と
し
て
楚
辭
を
取
り
て
之
を
解
す
。
其
微
意
に
至
り
て
は
則
ち
未

だ
嘗
て
人
に
告
げ
ざ
る
な
り
）。

こ
こ
で
は
、
朱
熹
の
楚
辞
注
釈
は
、
晩
年
の
苦
境
の
中
で
そ
の
境
遇
と
心
境
が

屈
原
と
「
期
せ
ず
し
て
一
致
」
し
た
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
。「
天
と
す
る
所
」

「
其
微
意
に
至
り
て
は
則
ち
未
だ
嘗
て
人
に
告
げ
ざ
る
な
り
」
等
の
表
現
は
『
集

注
』
序
の
「
所
天
者
」（
天
と
す
る
所
の
者
）「
是
豈
易
與
俗
人
言
哉
」（
是
れ

豈
に
俗
人
と
言
ひ
易
か
ら
ん
や
）
等
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

２
、
巻
一
本
文
の
内
部
構
成

一
方
、『
遺
言
』
本
文
で
は
、
各
巻
は
「
遺
言
」、
略
伝
、
諸
家
の
評
お
よ
び

関
連
す
る
文
章
の
三
部
構
成
か
ら
な
っ
て
い
て
、
撰
者
は
直
接
自
説
を
述
べ
な

い
。
こ
れ
は
師
闇
斎
の
表
章
の
形
式
（
先
人
の
文
章
を
挙
げ
て
そ
の
思
想
を
顕

彰
す
る
も
自
ら
は
述
べ
て
作
ら
ず
）
を
継
ぐ
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
選
択

し
た
文
を
通
し
て
撰
者
の
見
解
は
強
く
出
て
お
り
、
絅
斎
が
原
拠
文
に
加
え
る

改
編
（
主
に
刪
除
）
も
絅
斎
の
編
纂
意
図
を
雄
弁
に
語
る
。
本
節
で
は
特
に
後

者
に
留
意
し
て
巻
一
を
具
体
的
に
見
る
26

。

以
下
に
は
『
遺
言
』
本
文
と
原
拠
文
と
の
違
い
を
示
す
。
別
に
説
明
が
な
い

限
り
、［ 

］
内
は
『
遺
言
』
に
よ
る
挿
入
、
網
掛
け
は
『
遺
言
』
に
無
い
部
分
、

太
字
は
原
拠
の
書
き
換
え
、(

　)

内
は
原
拠
の
元
の
表
現
で
あ
る
。

① �

屈
原
伝:

（
原
拠
）
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』「
離
騒
」
序
、『
史
記
』
屈
原

伝

こ
こ
で
は
、『
遺
言
』
本
文
が
主
に
拠
っ
て
い
る
朱
熹
『
集
注
』
と
の
違
い

を
示
す
。
傍
線
部
は
『
史
記
』
屈
原
伝
を
出
典
と
す
る
部
分
で
あ
る
。

離
騷
經
者
、
屈
原
之
所
作
也
。
平
字
原
（
←
屈
原
名
平
）、
與
楚
同
姓
、

仕
於
懷
王
、爲
三
閭
大
夫
。
三
閭
之
職
、掌
王
族
三
姓
、曰
昭
屈
景
。
平
（
←

屈
原
）
序
其
譜
屬
、
率
其
賢
良
、
以
厲
國
士
。
入
則
與
懷
王
（
←
王
）
圖

議
政
事
、
決
定
嫌
疑
、
出
則
監
察
羣
下
、
應
對
諸
侯
。
謀
行
職
脩
、
懷
王

甚
珍
之
。
同
列
上
官
大
夫
及
用
事
臣
靳
尚
、
妬
害
其
能
、
因
（
←
共
）
譖

毀
之
。
懷
王
（
←
王
）
疏
平
（
←
屈
原
）。
平
（
←
屈
原
）
被
讒
、憂
心
煩
亂
、

不
知
所
愬
、
乃
作
離
騷
。
上
述
唐
虞
三
后
之
制
、
下
序
桀
紂
羿
澆
之
敗
、

冀
君
覺
悟
、
反
於
正
道
而
還
己
也
。
是
時
、
秦
使
張
儀
譎
詐
懷
王
、
令
絕

齊
交
［
楚
大
困
、
後
儀
復
來
楚
、
又
厚
幣
用
事
臣
靳
尚
、
而
設
詭
辯
於
懷

王
之
寵
姬
鄭
袖
。
懷
王
竟
復
釋
去
張
儀
。
時
平
旣
疏
、
不
復
在
位
。
使
於

齊
、
顧
反
、
諫
懷
王
曰
、
何
不
殺
儀
。
懷
王
追
儀
、
不
及
27

。
秦
］
又
誘

［
懷
王
］
與
俱
會
武
關
。
平
（
←
原
）［
又
］
諫
懷
王
勿
行
。
不
聽
而
往
、
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遂
爲
所
脅
、
與
之
俱
歸
、
拘
留
不
遣
、
卒
客
死
於
秦
。
而
［
子
］
襄
王
立
、

復
用
讒
言
、遷
平
（
←
屈
原
）
於
江
南
。
平
（
←
屈
原
）
復
作
九
歌
、天
問
、

九
章
［
懐
沙
則
其
一
也
］、
遠
游
、
卜
居
、
漁
父
等
篇
、
冀
伸
己
志
、
以

悟
君
心
、
而
終
不
見
省
。
不
忍
見
其
宗
國
將
遂
危
亡
、
遂
赴
汨
羅
之
淵
、［
懷

石
］
自
沈
而
死
（
平
、
字
は
原
。
楚
と
同
姓
な
り
。
懐
王
に
仕
へ
て
三
閭

大
夫
と
な
る
。
三
閭
の
職
は
王
族
の
三
姓
を
掌
る
。
曰
く
、
昭
・
屈
・
景
。

平
、
其
の
譜
屬
を
序
で
、
其
の
賢
良
を
率
ゐ
て
以
て
國
士
を
厲
ま
し
、
入

り
て
は
則
ち
懐
王
と
政
事
を
圖
議
し
嫌
疑
を
決
定
し
、
出
て
は
則
ち
羣
下

を
監
察
し
諸
侯
に
應
對
し
、
謀
行
は
れ
職
脩
ま
る
。
懐
王
甚
だ
こ
れ
を
珍

と
す
。
同
列
の
上
官
大
夫
其
の
能
を
妬
害
し
、
因
て
之
を
譖
毀
す
。
懐
王
、

平
を
疏
ん
ず
。
平
、
讒
を
被
り
憂
心
煩
亂
、
愬
ふ
る
所
を
知
ら
ず
。
乃
ち

離
騒
を
作
り
、
上
は
唐
虞
三
后
の
制
を
述
べ
、
下
は
桀
紂
羿
澆
の
敗
を
序

で
、
君
の
覚
悟
し
正
道
に
反
り
て
己
を
還
さ
ん
こ
と
を
冀
ふ
な
り
。
是
の

時
、
秦
、
張
儀
を
し
て
懐
王
を
譎
詐
せ
し
め
、
齊
の
交
を
絶
た
し
む
。[

楚
、

大
い
に
困
む
。
後
、
儀
ま
た
楚
に
來
り
、
ま
た
幣
を
事
を
用
ふ
る
臣
靳
尚

に
厚
く
し
、
詭
弁
を
懐
王
の
寵
姫
鄭
袖
に
設
く
。
懐
王
竟
に
ま
た
張
儀
を

釋
し
去
る
。
時
に
平
旣
に
疏
ん
ぜ
ら
れ
ま
た
位
に
在
ら
ず
。
齊
に
使
し
、

顧
反
し
て
懐
王
を
諫
め
て
曰
く
、
何
ぞ
儀
を
殺
さ
ざ
る
、
と
。
懐
王
、
儀

を
追
ふ
。
及
ば
ず
。
秦
、］
ま
た
懐
王
を
誘
ひ
與
倶
に
武
關
に
會
す
。
平

ま
た
懐
王
を
諫
め
行
く
こ
と
な
か
ら
し
む
。
聽
か
ず
し
て
往
き
遂
に
脅
す

と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
れ
と
倶
に
歸
り
拘
留
し
て
遣
ら
ず
。
卒
に
秦
に
客
死

す
。
而
し
て
子
襄
王
立
ち
、
ま
た
讒
言
を
用
ひ
、
平
を
江
南
に
遷
す
。
平

ま
た
九
歌
、
天
問
、
九
章
［
懐
沙
は
則
ち
其
の
一
な
り
］、
遠
遊
、
卜
居
、

漁
夫
等
の
篇
を
作
り
、
己
の
志
を
伸
べ
以
て
君
の
心
を
悟
ら
し
め
ん
こ
と

を
冀
ふ
。
而
し
て
終
に
省
せ
ら
れ
ず
。
其
の
宗
國
の
將
に
遂
に
危
亡
せ
ん

と
す
る
を
見
る
に
忍
び
ず
、
遂
に
汨
羅
の
淵
に
赴
き
、
石
を
懐
き
て
自
ら

沈
ん
で
死
す
）。

屈
原
の
略
伝
に
つ
い
て
、
絅
斎
は
朱
熹
『
集
注
』「
離
騒
」
序
を
基
本
と
し
、『
史

記
』
屈
原
伝
に
拠
り
若
干
の
増
補
修
正
を
加
え
て
い
る
。
但
し
、
屈
原
に
つ
い

て
、『
集
注
』
が
「
原
」
と
字
を
用
い
る
の
を
逐
一
「
平
」
と
名
に
改
め
て
い
る
。

② 

屈
原
評
１:

（
原
拠
）
司
馬
遷
『
史
記
』
屈
原
伝

[

傳
曰]

屈
平
疾
王
聽
之
不
聰
也
、
讒
諂
之
蔽
明
也
、
邪
曲
之
害
公
也
、

方
正
之
不
容
也
、故
憂
愁
幽
思
而
作
離
騷
。
離
騷
者
、猶
離
憂
也
。
夫
天
者
、

人
之
始
也
。
父
母
者
、
人
之
本
也
。
人
窮
則
反
本
、
故
勞
苦
倦
極
、
未
嘗

不
呼
天
也
。
疾
痛
慘
怛
、
未
嘗
不
呼
父
母
也
。
屈
平
正
道

行
、
竭
忠
盡

智
以
事
其
君
、
讒
人
閒
之
、
可
謂
窮
矣
。
信
而
見
疑
、
忠
而
被
謗
、
能
無

怨
乎
。
屈
平
之
作
離
騷
、
蓋
自
怨
生
也
。
國
風
好
色
而
不
淫
、
小
雅
怨
誹

而
不
亂
。
若
離
騷
者
、
可
謂
兼
之
矣
。
上
稱
帝
嚳
、
下
道
齊
桓
、
中
述
湯

武
、
以
刺
世
事
。
明
道
德
之
廣
崇
、
治
亂
之
條
貫
、
靡
不
畢
見
。
其
文
約
、

其
辭
微
、
其
志
絜
、
其
行
廉
、
其
稱
文
小
而
其
指
極
大
、
舉
類
邇
而
見
義

遠
。
其
志
絜
、
故
其
稱
物
芳
。
其
行
廉
、
故
死
而
不
容
。
自
疏
濯
淖
汙
泥

之
中
、
蟬
蛻
於
濁
穢
之
中
、
以
浮
游
塵
埃
之
外
、
不
獲
世
之
滋
垢
、
皭
然

泥
而
不
滓
者
也
。
推
此
志
也
、
雖
與
日
月
爭
光
可
也
（
傳
に
曰
く
、
夫
れ

天
は
人
の
始
め
な
り
。
父
母
は
人
の
本
な
り
。
人
窮
す
れ
ば
則
ち
本
に
反

る
。
故
に
勞
苦
倦
極
、
未
だ
嘗
て
天
を
呼
ば
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
疾
痛
惨
怛
、

未
だ
嘗
て
父
母
を
呼
ば
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
と
。
屈
平
、
道
を
正
し
行
を

し
忠
を
竭
し
智
を
盡
し
、
以
て
其
の
君
に
事
ふ
れ
ど
も
、
讒
人
こ
れ
を
閒

す
。
窮
す
と
謂
ふ
べ
し
。
其
の
志
潔
し
。
故
に
其
の
物
を
稱
す
る
こ
と
芳
し
。
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其
の
行
ひ
廉
な
り
。
故
に
死
し
て
容
れ
ら
れ
ず
。
濁
穢
の
中
に
蝉
蛻
し
て
、

以
て
塵
埃
の
外
に
浮
游
し
、
世
の
滋
垢
を
獲
ず
。
皭
然
と
し
て
泥
し
て
滓

さ
れ
ず
。
こ
の
志
を
推
す
に
日
月
と
光
を
爭
ふ
と
雖
も
可
な
り
）。

略
伝
に
続
け
て
、
絅
斎
は
『
史
記
』「
屈
原
伝
」
か
ら
司
馬
遷
の
評
語
を
引
く
。

原
拠
の
書
き
換
え
は
無
い
が
、削
除
は
多
い
（
網
掛
け
部
分
）。
削
除
部
分
に
は
、

「
疾
王
聽
之
不
聰
也
」（
王
聽
の
聰
な
ら
ざ
る
を
疾に

く

む
）「
能
無
怨
乎
。
屈
平
之

作
離
騷
、
蓋
自
怨
生
也
」（
能
く
怨
む
る
無
か
ら
ん
や
。
屈
平
の
離
騷
を
作
る
、

蓋
し
怨
み
よ
り
生
ず
る
な
り
）
等
、
君
上
の
不
明
を
不
満
に
思
う
こ
と
を
是
認

す
る
語
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
「
國
風
好
色
而
不
淫
、
小
雅
怨
誹
而
不
亂
」（
國

風
は
色
を
好
め
ど
も
淫
せ
ず
、
小
雅
は
怨
誹
す
れ
ど
も
亂
せ
ず
）
と
、『
詩
経
』

に
な
ぞ
ら
え
て
「
離
騒
」
を
評
価
す
る
箇
所
も
「
好
色
」（
色
を
好
む
）「
怨
誹
」（
う

ら
み
そ
し
る
）
に
対
し
て
許
容
的
で
あ
る
こ
と
が
刪
除
の
原
因
で
あ
ろ
う
。「
上

稱
帝
嚳
、
下
道
齊
桓
」（
上
は
帝
嚳
を
稱
し
、
下
は
齊
桓
を
道
ふ
）
は
そ
こ
ま

で
は
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、「
中
述
湯
武
」（
中
ご
ろ
は
湯
武
を
述
べ
）
と

湯
武
が
登
場
し
、「
以
刺
世
事
」（
以
て
世
事
を
刺そ

し

る
）
と
続
き
、
湯
王
武
王
の

事
績
を
以
て
風
刺
を
行
う
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
用
の
便
か
ら

の
単
な
る
割
愛
で
は
な
く
、
湯
武
革
命
を
君
臣
の
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
強

く
非
難
す
る
絅
斎
に
よ
る
明
確
な
意
図
を
以
て
の
刪
除
と
考
え
ら
れ
る
28

。
こ

う
し
た
刪
除
を
経
た
文
は
、
父
子
と
共
に
君
臣
関
係
も
天
合
と
し
、
些
か
の
揺

ら
ぎ
も
無
い
忠
を
尽
く
す
こ
と
、
一
点
の
汚
れ
も
な
い
清
さ
を
人
格
に
求
め
る

絅
斎
の
思
想
と
見
事
に
合
致
す
る
。

③ 

屈
原
評
２:

（
原
拠
）
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
前
序

[

朱
子
曰]

原
之
爲
人
、
其
志
行
雖
或
過
於
中
庸
而
不
可
以
爲
法
、
然
皆

出
於
忠
君
愛
國
之
誠
心
。
原
之
爲
書
、
其
辭
旨
雖
或
流
於
跌
宕
怪
神
怨
懟

激
發
、
而
不
可
以
爲
訓
、
然
皆
生
於
繾
綣
惻
怛
、
不
能
自
已
之
至
意
。
雖

其
不
知
學
於
北
方
、
以
求
周
公
仲
尼
之
道
、
而
獨
馳
騁
於
變
風
變
雅
之
末

流
、
以
故
醇
儒
荘
士
或
羞
稱
之
、
然
使
世
之
放
臣
屏
子
怨
妻
去
婦
抆
淚
謳

唫
於
下
、
而
所
天
者
幸
而
聽
之
、
則
於
彼
此
之
閒
、
天
性
民
彞
之
善
、
豈

不
足
以
交
有
所
發
、而
增
夫
三
綱
五
典
之
重
。
此
予
之
所
以
每
有
味
於
其
言
、

而
不
敢

以
詞
人
之
賦
視
之
也
（
朱
子
曰
く
、
原
の
人
た
る
、
其
の
志
行

或
は
中
庸
に
過
ぎ
て
以
て
法
と
爲
す
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
皆
な

君
に
忠
し
國
を
愛
す
る
の
誠
心
に
出
づ
。
原
の
書
た
る
、
其
の
辭
旨
或
は

跌
宕
怪
神
怨
懟
激
發
に
流
れ
て
、
以
て
訓
と
爲
す
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
然

れ
ど
も
皆
な
繾
綣
惻
怛
、
自
ら
已
む
能
は
ざ
る
の
至
意
に
生
ず
。
其
の
北

方
に
學
ん
で
以
て
周
公
仲
尼
の
道
を
求
む
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
獨
り

變
風
變
雅
の
末
流
に
馳
騁
す
。
故
を
以
て
醇
儒
荘
士
或
は
こ
れ
を
稱
す
る

を
羞
づ
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
世
の
放
臣
屏
子
怨
妻
去
婦
を
し
て
下
に
お

い
て
汶
涙
唫
謳
し
て
、
天
と
す
る
所
の
者
を
し
て
幸
に
し
て
こ
れ
を
聴
か

し
め
ば
、
則
ち
彼
比
の
閒
、
天
性
民
彛
の
善
に
お
い
て
、
豈
に
こ
も
ご
も

發
す
る
所
あ
り
て
、
夫
の
三
綱
五
典
の
重
を
増
す
に
足
ら
ざ
ら
ん
。
此
れ

予
の
毎
に
其
の
言
に
味
ふ
あ
り
て
、
敢
て

に
詞
人
の
賦
を
以
て
こ
れ
を

視
ざ
る
所
以
な
り
、
と
）。

中
国
の
屈
原
観
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
有
名
な
文
で
あ
る
。
絅
斎
は
導
入
の

語
を
加
え
る
他
は
省
略
も
加
筆
も
せ
ず
、
全
く
手
を
加
え
な
い
。
原
文
が
「
原

の
人
た
る
」
と
字
を
用
い
る
箇
所
も
名
に
改
め
て
い
な
い
29

。

④ 
遺
言
「
懐
沙
」
乱
辞 

浩
浩
沅
湘
、
分
流
汩
兮
。
脩
路
幽
蔽
、
道
遠
忽
兮
。
曾
傷
爰
哀
、
永
嘆
喟
兮
。

世
溷
濁
莫
吾
知
、
人
心
不
可
謂
兮
。
懷
質
抱
情
、
獨
無
匹
兮
。
伯
樂
旣
沒
、
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驥
焉
程
兮
。
民
生
稟
命
、
各
有
所
錯
兮
。
定
心
廣
志
、
余
何
畏
懼
兮
。
知

死
不
可
讓
、
願
勿
愛
兮
。
明
告
君
子
、
吾
將
以
爲
類
兮
（
浩
浩
た
る
沅
湘
、

分
流
し
て
汨
た
り
。
脩
路
幽
蔽
し
、道
遠
忽
た
り
。
曾
て
傷
み
爰
に
哀
し
み
、

永
く
嘆
喟
す
。
世
溷
濁
し
、
吾
を
知
る
な
し
。
人
心
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
質

を
懷
き
情
を
抱
き
て
、
獨
り
匹
な
し
。
伯
樂
旣
に
没
す
。
驥
焉
ん
ぞ
程
ら

ん
。
民
生
、命
を
稟
け
、お
の
お
の
錯
く
所
あ
り
。
心
を
定
め
志
を
廣
め
ば
、

余
何
ぞ
畏
懼
せ
ん
。
死
の
讓
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
願
く
は
愛
む
な
か

ら
ん
。
明
か
に
君
子
に
告
ぐ
、
吾
將
に
以
て
類
と
な
ら
ん
と
す
、
と
）。

朱
熹
『
集
注
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
と
同
文
で
あ
る
が
、
絅
斎
は
朱
説
に
従
っ
て

文
の
一
部
（
傍
線
部
）
の
順
序
を
改
訂
し
て
い
る
30

。
朱
熹
の
学
説
に
対
す
る

尊
崇
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

⑤ �「
漁
父
」辞:

全
文
を
収
録
。朱
熹『
集
注
』所
収
テ
キ
ス
ト
と
同
文
で
あ
る
。

⑥ 

朱
熹
の
揚
雄
「
反
離
騒
」
序:

（
原
拠
）『
楚
辭
後
語
』

［
朱
子
又
叙
反
離
騒
曰
］
反
離
騒
者
、
漢
給
事
黃
門
郎
［
句
］
新
莽
諸
吏

中
散
大
夫
揚
雄
之
所
作
也
。
雄
少
好
詞
賦
、
慕
司
馬
相
如
之
作
以
爲
式
。

又
怪
屈
原
文
過
相
如
、
至
不
容
、
作
離
騷
、
自
投
江
而
死
。
悲
其
文
、
讀

之
未
嘗
不
流
涕
也
。
以
爲
君
子
得
時
則
大
行
、
不
得
則
龍
蛇
、
遇
不
遇
命

也
、
何
必
湛
身
哉
。
迺
作
書
、
往
往
摭
離
騷
文
而
反
之
、
自
岷
山
投
諸
江
流
、

以
吊
屈
原
云
。
始
雄
好
學
博
覽
、
恬
於
勢
利
、
仕
漢
三
世
不
徙
官
、
然
王

莽
爲
安
漢
公
時
、
雄
作
法
言
、
已
稱
其
美
、
比
伊
尹
、
周
公
。
及
莽
篡
漢
、

竊
帝
號
、
雄
遂
臣
之
、
以
耆
老
久
次
轉
爲
大
夫
。
又
放
相
如
封
禪
文
、
獻

劇
秦
美
新
以
媚
莽
意
、
得
校
書
天
祿
閣
上
。
會
劉
尋
［
按
漢
書
尋
當
作
棻
］

等
以
作
符
命
爲
莽
所
誅
、
辭
連
及
雄
、
使
者
來
欲
收
之
、
雄
恐
懼
、
從
閣

上
自
投
下
、
幾
死
。
先
是
、
雄
作
解
嘲
、
有
爰
清
爰
靜
、
游
神
之
廷
、
惟

寂
惟
寞
、
守
德
之
宅
之
語
。
至
是
京
師
爲
之
語
曰
、
爰
清
靜
、
作
符
命
、

唯
寂
寞
、
自
投
閣
。
雄
因
病
免
、
旣
復
召
爲
大
夫
、
竟
死
莽
朝
。
其
出
處

大
致
本
末
如
此
、
豈
其
所
謂
龍
蛇
者
邪
。
然
則
雄
固
爲
屈
原
之
罪
人
、
而

此
文
乃
離
騷
之
讒
賊
矣
、
它
尚
何
說
哉
（
朱
子
ま
た
「
反
離
騒
」
に
叙
し

て
曰
く
、「
反
離
騒
」
は
漢
の
給
事
黃
門
郎[

句]

新
莽
が
諸
吏
中
散
大
夫
、

楊
雄
の
作
る
所
な
り
。
雄
、
少
く
し
て
詩
賦
を
好
み
司
馬
相
如
の
作
を
慕

ひ
て
以
て
式
と
す
。
ま
た
屈
原
の
文
、
相
如
に
過
ぎ
、
容
れ
ら
れ
ざ
る
に

至
り
「
離
騒
」
を
作
り
自
ら
江
に
投
じ
て
死
す
る
を
怪
し
み
、
其
の
文
を

悲
し
み
、
こ
れ
を
讀
み
て
未
だ
嘗
て
涕
を
流
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

以
爲
へ
ら
く
、
君
子
時
を
得
れ
ば
則
ち
大
い
に
行
ひ
、
得
ざ
れ
ば
則
ち
龍

蛇
す
。
遇
不
遇
は
命
な
り
。
何
ぞ
必
し
も
身
を
湛
へ
ん
や
、
と
。
廼
ち
書

を
作
り
、
往
往
「
離
騒
」
の
文
を
摭
ひ
て
こ
れ
を
反
し
、
岷
山
よ
り
こ
れ

を
江
流
に
投
じ
て
、
以
て
屈
原
を
弔
ふ
と
云
ふ
。
始
め
雄
、
學
を
好
ん
で

博
覧
、
勢
利
に
恬
な
り
。
漢
に
仕
へ
三
世
、
官
を
徙
さ
ず
。
然
る
に
王
莽

が
安
漢
公
と
な
る
時
、
雄
『
法
言
』
を
作
り
、
已
に
其
の
美
を
稱
し
、
伊

尹
周
公
に
比
し
、
莽
、
漢
を
簒
ひ
帝
號
を
竊
む
に
及
ん
で
、
雄
、
遂
に
こ

れ
に
臣
た
り
。
耆
老
久
次
を
以
て
転
じ
て
大
夫
と
な
り
、ま
た
相
如
が
「
封

禅
文
」
に
放
ひ
、「
劇
秦
美
新
」
を
獻
じ
て
以
て
莽
が
意
に
媚
び
、
書
を

天
禄
閣
の
上
に
校
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
劉
尋[

『
漢
書
』
を
按
ず
る
に

尋
は
ま
さ
に
棻
に
作
る
べ
し]

ら
符
命
を
作
る
を
以
て
、
莽
が
誅
す
る
所

と
な
る
に
會
ふ
。
辭
連
ね
て
雄
に
及
ぶ
。
使
者
來
た
り
て
こ
れ
を
収
め
ん

と
欲
す
。
雄
、
恐
懼
し
閣
上
よ
り
自
ら
投
下
し
、
幾
ん
ど
死
す
。
こ
れ
よ

り
先
、
雄
「
解
嘲
」
を
作
り
、
爰
に
清
、
爰
に
靜
、
神
の
廷
に
遊
ぶ
。
惟

だ
寂
、
惟
だ
寞
、
德
の
宅
を
守
る
の
語
あ
り
。
こ
こ
に
至
り
て
京
師
こ
れ
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が
語
を
な
し
て
曰
く
、
爰
に
清
靜
、
符
命
を
作
り
、
唯
だ
寂
寞
、
自
ら
閣

よ
り
投
ず
、
と
。
雄
因
り
て
病
免
す
。
旣
に
し
て
ま
た
召
さ
れ
て
大
夫
と

な
り
竟
に
莽
が
朝
に
死
す
。
其
の
出
處
の
大
致
本
末
此
の
如
し
。
豈
に
其

れ
謂
ふ
所
の
龍
蛇
な
る
者
か
。
然
れ
ば
則
ち
雄
固
よ
り
屈
原
の
罪
人
た
り

て
、こ
の
文
は
乃
ち
「
離
騒
」
の
讒
賊
な
り
。
它
に
な
ほ
何
を
か
説
か
ん
や
、

と
）。

こ
こ
で
は
、
朱
熹
が
『
後
語
』
に
収
め
た
揚
雄
「
反
離
騒
」
に
附
し
た
序
文
の

全
文
を
基
本
的
に
は
忠
実
に
採
録
し
て
い
る
が
、
た
だ
一
点
、
漢
朝
と
新
朝
で

の
官
職
名
の
間
に
朱
熹
序
に
は
無
い
「
句
」
の
一
字
を
小
字
で
挿
入
す
る
。『
遺

言
』
に
も
『
講
義
』
に
も
絅
斎
が
そ
の
意
図
を
述
べ
る
語
は
見
え
な
い
が
、
揚

雄
が
二
主
に
仕
え
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
と
見
る
説
が
あ
る
31

。
ま
た
、『
後

語
』
が
劉
歆
の
子
の
名
を
「
劉
尋
」
と
す
る
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
な
が
ら
も
、

『
漢
書
』
に
拠
れ
ば
「
尋
」
で
は
な
く
「
棻
」
と
す
べ
き
と
割
注
を
入
れ
て
い
る
。

絅
斎
が
『
遺
言
』
執
筆
に
当
た
っ
て
精
密
な
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
、
朱
熹
を

尊
崇
す
る
姿
勢
は
強
い
が
盲
従
で
は
な
い
学
究
姿
勢
も
見
え
る
。

⑦ �

司
馬
光
の
龔
勝
評:

（
原
拠
）『
性
理
大
全
』
巻
六
一
、
歴
代
三
、
西
漢
、

龔
勝

司
馬
光
（
←
涑
水
司
馬
氏
）
曰
、
王
莽
慕
龔
勝
（
←
君
賔
）
之
名
、
沐
以

尊
爵
厚
禄
劫
以
滛
威
重
勢
而
必
致
之
。
勝
（
←
君
賔
）
不
勝
逼
迫
、
絶
食

而
死
（
司
馬
光
曰
く
、
王
莽
、
龔
勝
の
名
を
慕
ひ
、
沐
す
る
に
尊
爵
厚
禄

を
以
て
し
、
劫

お
び
や
か

す
に
淫
威
重
勢
を
以
て
し
て
、
必
ず
こ
れ
を
致
さ
ん
と
す
。

勝
、
逼
迫
に
勝
へ
ず
、
食
を
絶
ち
て
死
す
）。

絅
斎
は
こ
こ
で
も
字
を
逐
一
名
に
改
め
て
い
る
。

⑧�

（
割
注
１
）
龔
勝
の
伝:

（
原
拠
）『
漢
書
』
巻
七
二
「
王
貢
兩
龔
鮑
傳
」

或
い
は
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
卷
八
上
「
莽
迎
龔
勝
爲
太
子
師
友
祭
酒
勝
不

食
而
卒
」

以
下
は
『
遺
言
』
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。［
　
］
で
示
す
の
は
『
漢
書
』『
綱
目
』

い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。

[

漢
龔
勝
以]

名
節[

言]

著
。
會
哀
帝
崩
、[

王]

莽
秉
政
、
乞
骸
骨
、

歸
［
老
］
郷
里
。［
及
］
莽
旣
篡
國
、
遣
使
者
卽
拜
勝
爲
講
學
祭
酒
。
勝
稱

疾
不
應
。
後
、
莽
復
遣
使
者
迎
勝
。
使
者
與
郡
太
守
官
屬
諸
生
千
人
以
上
、

入
勝
里
致
詔
。
使
者
欲
令
勝
起
迎
、
勝
稱
病
篤
。
使
者
入
謂
勝
曰
、
聖
朝

待
君
爲
政
。
勝
對
曰
、
命
在
朝
夕
、
上
道
必
死
、
無
益
萬
分
。
使
者
至
以

印
綬
就
加
勝
身
、
勝
輒
推
不
受
。
使
者
爲
勝
子
及
門
人
等
言
、
朝
廷
虚
心

待
君
、
以
茅
土
之
封
。
雖
疾
病
宜
動
移
至
傳
舍
、
示
有
行
意
。
必
爲
子
孫

遺
大
業
。
門
人
等
白
使
者
語
。
勝
曰
、
吾
受
漢
家
厚
恩
。
無
以
報
、
今
年

老
矣
、
旦
暮
入
地
。
誼
豈
以
一
身
事
二
姓
、
下
見
故
主
哉
。
因
敕
以
棺
斂

喪
事
、
衣
周
於
身
、
棺
周
於
衣
、
勿
隨
俗
。
語
畢
、
遂
不
復
開
口
飲
食
、

積
十
四
日
死
。
時
七
十
九
矣
（
漢
の
龔
勝
、
名
節

言
を
以
て
著
る
。
哀

帝
崩
じ
王
莽
政
を
秉
る
に
會
ひ
、
骸
骨
を
乞
ひ
郷
里
に
歸
老
す
。
莽
旣
に

國
を
簒
ふ
に
及
び
、
使
者
を
遣
し
卽
ち
勝
を
拜
し
講
學
祭
酒
と
な
す
。
勝
、

疾
と
稱
し
て
應
ぜ
ず
。
後
、
莽
ま
た
使
者
を
遣
し
勝
を
迎
ふ
。
使
者
、
郡

太
守
・
官
屬
・
諸
生
千
人
以
上
と
勝
の
里
に
入
り
、
詔
を
致
す
。
使
者
、

勝
を
し
て
起
迎
へ
し
め
ん
と
欲
す
。
勝
、
病
篤
し
と
稱
す
。
使
者
、
入
り

て
勝
に
謂
ひ
て
曰
く
、
聖
朝
君
を
待
ち
て
政
を
な
さ
ん
と
す
、
と
。
勝
對

へ
て
曰
く
、命
朝
夕
に
あ
り
、道
に
上
ら
ば
必
ず
死
せ
ん
。
萬
分
に
益
な
し
、

と
。
使
者
印
綬
を
以
て
就
き
て
勝
の
身
に
加
ふ
る
に
至
る
。
勝
輒
ち
推
し

て
受
け
ず
。
使
者
、
勝
が
子
お
よ
び
門
人
ら
の
爲
に
言
ふ
、
朝
廷
、
心
を
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虚
し
く
し
て
君
を
待
つ
に
茅
土
の
封
を
以
て
す
。
疾
病
と
雖
も
宜
し
く
動

移
し
て
傳
舎
に
至
り
、
行
意
あ
る
を
示
す
べ
し
。
必
ず
子
孫
の
爲
に
大
業

を
遺
さ
ん
、
と
。
門
人
ら
使
者
の
語
を
白
す
。
勝
曰
く
、
吾
れ
漢
家
の
厚

恩
を
受
く
。
以
て
報
ず
る
な
く
、
い
ま
年
老
い
、
旦
暮
地
に
入
ら
ん
。
誼
、

豈
に
一
身
を
以
て
二
姓
に
事
へ
、
下
に
故
主
を
見
ん
や
、
と
。
因
り
て
勅

す
る
に
棺
斂
喪
事
を
以
て
し
、
衣
は
身
に
周
ら
し
、
棺
は
衣
を
周
ら
し
、

俗
に
随
ふ
な
か
れ
、
と
。
語
畢
り
て
、
遂
に
ま
た
口
を
開
き
て
飲
食
せ
ず
、

十
四
日
を
積
み
て
死
す
。
時
に
七
十
九
）。

こ
の
よ
う
に
若
干
の
繋
ぎ
の
語
以
外
は
『
漢
書
』『
綱
目
』
と
重
な
る
。
二
書

は
細
部
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
概
ね
重
複
し
て
お
り
、
出
典
は
ど
ち
ら
か
ら
と

断
じ
難
い
。

⑦
（
続
き
）

班
固
以
薰
膏
之
語
譏
焉
（
班
固
、
薫
膏
の
語
を
以
て
譏
る
）。

絅
斎
は
こ
こ
に
次
の
割
注
⑨
を
入
れ
て
い
る
。『
漢
書
』
で
は
⑧
に
続
け
て
『
綱

目
』
に
は
無
い
龔
勝
の
葬
儀
の
記
述
が
あ
り
、
⑨
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場
す

る
。
⑧
で
見
た
よ
う
に
、ほ
ぼ
同
文
の
『
漢
書
』『
綱
目
』
の
龔
勝
伝
に
お
い
て
、

唯
一
最
大
の
相
違
点
で
あ
る
。
班
固
が
こ
の
老
父
の
言
を
龔
勝
伝
の
最
後
に
附

し
て
い
る
の
は
、
龔
勝
が
守
節
の
た
め
に
自
死
し
た
こ
と
を
譏
る
も
の
で
あ
る

と
司
馬
光
は
言
う
。

⑨
（
割
注
２
）
龔
勝
の
伝
末:

（
原
拠
）『
漢
書
』
巻
七
二
「
王
貢
兩
龔
鮑
傳
」

［
漢
書
龔
勝
傳
末
云
］
有
老
父
來
弔
、哭
甚
哀
、旣
而
曰
、嗟
虖
、薰
以
香
自
燒
、

膏
以
明
自
銷
。
龔
生
竟
夭
天
年
、非
吾
徒
也
。
遂
趨
而
出
、莫
知
其
誰
（『
漢

書
』
龔
勝
傳
末
に
云
ふ
、
老
父
あ
り
、
來
り
て
弔
ひ
、
哭
す
る
こ
と
甚
だ

哀
し
。
旣
に
し
て
曰
く
、
嗟
虖
、
薫
は
香
を
以
て
自
ら
燒
け
、
膏
は
明
を

以
て
自
ら
銷
ゆ
。龔
生
竟
に
天
年
を
夭
す
。
吾
が
徒
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、と
。

遂
に
趨
り
て
出
で
、
其
の
誰
た
る
か
を
知
る
な
し
）。

以
上
、
導
入
言
を
加
え
る
他
は
、
引
用
部
分
は
『
漢
書
』
の
原
文
通
り
で
あ
る
。

「
吾
が
徒
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
言
い
捨
て
て
去
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

老
父
が
龔
勝
の
選
択
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

⑦
（
続
き
）

未
聞
有
爲
辨
之
者
也
。
可
不
大
哀
歟
。
昔
者
紂
爲
不
道
毒
痡
四
海
。
武
王

不
忍
天
下
困
窮
而
征
之
。
斯
則
有
道
天
子
誅
一
亂
政
之
匹
夫
爾
。
於
何
不

可
。
而
伯
夷
叔
齊
深
非
之
。
義
不
食
周
粟
而
餓
死
。
狷
隘
如
此
。
仲
尼
猶

稱
之
曰
仁
、
以
爲
不
殞
其
節
而
已
。
况
於
王
莽
憑
漢
累
世
之
恩
、
因
其
繼

嗣
衰
絶
、
飾
詐
偽
而
盗
之
。
又
欲
誣
洿
清
士
、
以
其
臭
腐
之
爵
禄
、
甘
言

諛
禮
、
期
於
必
致
。
不
可
以
智
免
、
不
可
以
義
讓
、
則
志
行
之
士
、
舎
死

何
以
全
其
道
哉
。
或
者
謂
其
不
能
黜
芳
棄
明
、
保
其
天
年
。
然
則
虎
豹
之

鞹
、
何
以
異
於
犬
羊
之
鞹
。
庸
人
之
行
、
孰
不
如
此
。
又
責
其
不
詭
辭
曲
對
、

若
薛
方
然
（
未
だ
爲
に
こ
れ
を
辨
ず
る
あ
る
を
聞
か
ず
。
大
い
に
哀
し
ま

ざ
る
べ
け
ん
や
。
昔
、
紂
不
道
を
な
し
四
海
を
毒
痡
す
。
武
王
、
天
下
の

困
窮
に
忍
び
ず
し
て
こ
れ
を
征
す
。
而
る
に
伯
夷
叔
斉
深
く
こ
れ
を
非
と

し
、
義
、
周
の
粟
を
食
は
ず
し
て
餓
死
す
。
仲
尼
猶
ほ
こ
れ
を
稱
し
て
仁

と
曰
ふ
は
、
以
て
其
の
節
を
殞
さ
ず
と
な
す
の
み
。
況
ん
や
、
王
莽
、
漢

の
累
世
の
恩
に
憑
り
、
其
の
繼
嗣
衰
絶
に
因
て
、
詐
偽
を
飾
り
て
こ
れ
を

盗
み
、
ま
た
清
士
を
誣
洿
す
る
に
、
其
の
臭
腐
の
爵
禄
を
以
て
せ
ん
と
欲

し
、
甘
言
諛
禮
必
致
に
期
し
、
智
を
以
て
免
る
べ
か
ら
ず
、
義
を
以
て
讓

る
べ
か
ら
ざ
る
に
お
い
て
を
や
、
則
ち
志
行
の
士
、
死
を
舎
て
何
を
以
て

其
の
道
を
全
く
せ
ん
や
。
或
者
、
其
の
芳
を
黜
け
明
を
棄
て
、
其
の
天
年
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を
保
つ
こ
と
能
は
ざ
り
し
を
謂
ふ
。
然
ら
ば
則
ち
虎
豹
の
鞹
、
何
を
以
て

犬
羊
の
鞹
に
異
な
ら
ん
。
庸
人
の
行
ひ
、
孰
れ
か
此
の
如
く
な
ら
ざ
ら
ん
。

ま
た
其
の
詭
辭
曲
對
、
薛
方
が
若
く
然
ら
ざ
る
を
責
む
）。

龔
勝
が
守
節
の
た
め
に
自
死
し
た
こ
と
を
班
固
が
非
難
し
た
こ
と
へ
の
司
馬
光

の
反
論
で
あ
る
。
絅
斎
が
こ
の
文
を
採
用
し
た
眼
目
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
で
も
僅
か
に
刪
除
を
加
え
て
お
り
（
網
掛
け
部
分
）、
司
馬
光
と

の
立
場
の
違
い
が
鮮
明
に
出
て
い
る
。
原
文
の
文
脈
で
は
、
紂
の
不
道
に
天
下

が
苦
し
む
の
を
見
か
ね
て
、
武
王
は
（
主
君
で
あ
る
）
紂
を
討
っ
た
。「
そ
う

で
あ
れ
ば
、
有
道
の
天
子
が
無
道
の
匹
夫
を
成
敗
し
た
に
過
ぎ
ず
、
何
の
問
題

が
あ
ろ
う
か
」。
そ
れ
を
伯
夷
叔
斉
が
受
け
入
れ
ず
、
不
義
で
あ
る
と
考
え
た

周
の
食
物
を
拒
ん
で
餓
死
し
た
。「
す
い
ぶ
ん
頑
な
で
あ
る
」。
そ
れ
で
も
、
孔

子
が
仁
と
し
て
称
え
た
の
は
節
を
守
っ
た
点
を
見
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に

引
き
換
え
王
莽
は
…
と
、
武
王
が
有
道
の
天
子
で
あ
る
の
に
対
し
、
王
莽
が
紛

れ
も
な
く
無
道
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
龔
勝
は
そ
れ
に
臣
従
す
る
こ
と
を
逃
れ

る
術
が
無
く
、
死
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
自
死
を
非
難
す

る
論
に
反
駁
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
絅
斎
は
括
弧
部
分
を
刪
除
し
、
湯
武

革
命
を
否
定
し
、
そ
れ
を
断
固
と
し
て
非
難
し
た
伯
夷
叔
齊
を
称
揚
す
る
立
場

を
貫
徹
し
て
い
る
。

⑩�

（
割
注
３
）
薛
方
の
伝:

（
原
拠
）『
漢
書
』
巻
七
二
「
王
貢
兩
龔
鮑
傳
」

［
漢
末
］
自
成
帝
至
王
莽
時
、
清
名
之
士
、
琅
邪
又
有
紀
逡
王
思
、
齊
有

（
←
則
）
薛
方
子
容
、
太
原
則
郇
越
臣
仲
、
郇
相
稚
賓
、
沛
郡
則
唐
林
子
高
、

唐
尊
伯
高
、
皆
以
明
經
飭
行
顯
名
於
世
。
…
…
薛
方
嘗
爲
郡
掾
祭
酒
、
嘗

徵
不
至
、
及
莽
［
簒
國
］
以
安
車
迎
方
、
方
因
使
者
辭
謝
曰
、
堯
舜
在
上
、

下
有
巢
由
、今
明
主
方
隆
唐
虞
之
德
、小
臣
欲
守
箕
山
之
節
也
。
使
者
以
聞
、

莽
說
其
言
、
不
強
致
。
方
居
家
以
經
教
授
、
喜
屬
文
、
著
詩
賦
數
十
篇
（
漢

末
の
清
名
の
士
、
齊
に
薛
方
あ
り
。
莽
、
國
を
簒
ふ
に
及
び
て
、
安
車
を

以
て
方
を
迎
ふ
。
方
、辭
謝
し
て
曰
く
、堯
舜
上
に
あ
り
て
下
に
巢
由
あ
り
。

い
ま
明
主
は
ま
さ
に
唐
虞
の
德
を
隆
く
す
。
小
臣
は
箕
山
の
節
を
守
ら
ん

と
欲
す
る
な
り
、
と
。
使
者
以
聞
す
。
莽
其
の
言
を
説
び
て
強
い
て
致
さ

ず
、
と
）。

こ
こ
は
上
掲
⑦
末
尾
の
「
責
其
不
詭
辭
曲
對
、
若
薛
方
然
」（
其
の
詭
辭
曲
對
、

薛
方
が
若
く
然
ら
ざ
る
を
責
む
）
を
受
け
て
、薛
方
が
行
っ
た
「
詭
辭
曲
對
」（
詭

弁
を
弄
し
た
処
世
術
）
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
り
、
薛
方
以
外
に
つ
い
て
の
叙

述
は
大
幅
に
削
減
す
る
一
方
、
王
莽
が
登
場
す
る
箇
所
に
は
「
簒
國
」（
国
を

う
ば
う
）
の
一
語
を
挿
入
し
て
い
る
。

⑦
（
続
き
）

然
則
將
未
免
於
謟
。
豈
曰
能
賢
。
故
勝
（
←
君
賔
）
遭
遇
無
道
及
此
窮
矣
。

失
節
之
徒
（
然
ら
ば
則
ち
ま
さ
に
未
だ
謟
に
免
れ
ざ
ら
ん
と
す
。
豈
に
能

く
賢
と
曰
は
ん
や
。
故
に
勝
、
無
道
に
遭
遇
す
る
、
此
に
及
び
て
窮
れ
り
。

節
を
失
ふ
の
徒
）

⑪
（
割
注
４
）

指
班
固
也
。
漢
竇
憲
以
外
戚
專
權
。
後
遂
謀
逆
、
和
帝
誅
之
。
固
以
爲
憲

客
亦
死
獄
中
（
班
固
を
指
す
な
り
。
漢
の
竇
憲
、
外
戚
を
以
て
權
を
專
ら

に
す
。
後
ち
遂
に
逆
を
謀
り
て
、
和
帝
こ
れ
を
誅
す
。
固
、
憲
の
客
た
る

を
以
て
亦
た
獄
中
に
死
す
）。

こ
の
割
注
は
絅
斎
自
ら
の
文
と
思
わ
れ
る
。
班
固
が
謀
逆
の
罪
に
連
座
し
て
獄

死
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
龔
勝
の
守
節
を
謗
っ
た
班
固
が
実
は
失
の
徒
で
あ
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る
と
言
う
。

⑦
（
続
き
）

排
毁
忠
正
、
以
遂
己
非
。
不
察
者
又
從
而
和
之
。
太
史
公
稱
、
伯
夷
叔
齊

不
有
孔
子
、
則
西
山
之
餓
夫
、
誰
識
知
之
。
信
矣
哉
（
忠
正
を
排
毀
し
て

以
て
己
が
非
を
遂
げ
、
察
せ
ざ
る
者
ま
た
従
ひ
て
こ
れ
に
和
す
。
太
史
公

稱
す
、
伯
夷
叔
斉
も
、
孔
子
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
西
山
の
餓
夫
に
し
て
、
誰

か
こ
れ
を
識
知
せ
ん
、
と
。
信
な
る
か
な
）。

こ
こ
で
長
く
続
い
た
司
馬
光
の
龔
勝
評
引
用
が
終
わ
る
。「
失
節
の
徒
が
守
節

の
士
を
非
難
し
て
己
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
、
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
者
た
ち

が
安
易
に
同
調
し
て
し
ま
う
。
司
馬
遷
が
伯
夷
叔
斉
も
孔
子
に
そ
の
徳
を
見
出

さ
れ
な
け
れ
ば
、
た
だ
餓
死
す
る
の
み
で
誰
が
そ
の
真
価
を
知
ろ
う
か
、
と
言
っ

た
の
は
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
」
と
言
う
。
守
節
の
士
へ
の
非
難
と
そ
れ
へ
の
世

論
の
安
易
な
同
調
へ
の
、
司
馬
光
の
嘆
き
と
憤
り
の
辞
を
絅
斎
は
一
字
一
句
も

手
を
加
え
ず
引
用
し
、
全
面
的
賛
同
を
示
す
。

⑫ �

朱
熹
の
守
節
論:

（
原
拠
）『
朱
子
語
類
』「
論
語
十
七
」「
泰
伯
篇
」「
曾

子
曰
可
以
託
六
尺
之
孤
」

［
朱
子
曰
］
今
世
人
多
道
、
東
漢
名
節
無
補
於
事
。
某
謂
三
代
而
下
、
惟

東
漢
人
才
、
大
義
根
於
其
心
、
不
顧
利
害
、
生
死
不
變
、
其
節
自
是
可
保
。

未
說
公
卿
大
臣
、
且
如
當
時
郡
守
懲
治
宦
官
之
親
黨
、
雖
前
者
旣
爲
所
治
、

而
來
者
復
蹈
其
迹
、
誅
殛
竄
戮
、
項
背
相
望
、
略
無
所
創
。
今
士
大
夫
顧

惜
畏
懼
、
何
望
其
如
此
。
平
居
暇
日
琢
磨
淬
厲
、
緩
急
之
際
、
尚
不
免
於

退
縮
。
況
遊
談
聚
議
、
習
爲
軟
熟
、
卒
然
有
警
、
何
以
得
其
伏
節
死
義
乎
。

大
抵
不
顧
義
理
、
只
計
較
利
害
、
皆
奴
婢
之
態
、
殊
可
鄙
厭
（
朱
子
曰
く
、

今
の
世
人
多
く
道
ふ
、
東
漢
の
名
節
、
事
に
補
ふ
な
し
、
と
。
某
謂
ふ
、

三
代
よ
り
下
、
惟
だ
東
漢
の
人
才
、
大
義
其
の
心
に
根
ざ
し
、
利
害
を
顧

み
ず
、
生
死
も
變
せ
ず
。
其
の
節
自
ら
是
れ
保
つ
べ
し
。
未
だ
公
卿
大
臣

を
説
か
ず
、
且
つ
當
時
の
郡
守
、
宦
官
の
親
黨
を
懲
治
す
る
が
如
し
。
前

な
る
者
旣
に
治
す
る
所
と
な
る
と
雖
も
、
来
た
る
者
ま
た
其
の
迹
を
蹈
み
、

誅
殛
竄
戮
、
項
背
相
望
み
、
略
ぼ
創
る
所
な
し
。
い
ま
士
大
夫
、
顧
惜
畏

懼
し
て
、
何
ぞ
其
の
此
の
如
き
を
望
ま
ん
。
平
居
暇
日
、
琢
磨
淬
厲
し
て
、

緩
急
の
際
、
尚
ほ
退
縮
を
免
れ
ず
。
況
ん
や
游
談
聚
議
、
習
ひ
て
軟
熟
を

な
し
、
卒
然
警
あ
れ
ば
、
何
を
以
て
其
の
節
に
仗
り
義
に
死
す
る
こ
と
を

得
ん
や
。
大
抵
は
義
理
を
顧
り
み
ず
、
只
だ
利
害
を
計
較
す
る
の
み
。
皆

な
奴
婢
の
態
に
し
て
殊
に
鄙
厭
す
べ
し
、
と
）。

後
漢
の
名
節
の
士
な
ど
何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
、
と
世
間
が
評
し
て
い
る

と
し
て
の
朱
熹
の
反
論
。
彼
ら
を
「
大
義
其
の
心
に
根
ざ
し
、
利
害
を
顧
み
ず
、

生
死
も
變
せ
ず
」
と
評
し
、
今
の
士
大
夫
に
は
望
む
べ
く
も
な
い
、
平
素
か
ら

鍛
錬
し
て
い
て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
怯
ん
で
し
ま
う
も
の
、
ま
し
て
常
日

頃
弛
ん
で
い
る
よ
う
で
は
に
わ
か
に
一
大
事
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
（
後
漢
の
名

節
の
よ
う
に
）「
節
に
仗
り
義
に
死
す
る
」
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
多
く
は
利

害
に
か
ま
け
て
、
義
理
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
し
ま
う
」
と
し
、
卑
し
い
奴
婢
の

態
度
で
あ
る
と
断
罪
す
る
。
絅
斎
は
朱
子
の
説
に
一
切
手
を
加
え
て
お
ら
ず
、

全
面
的
賛
同
を
示
す
。

⑬ �

朱
熹
の
失
節
論:

（
原
拠
）『
朱
子
文
集
』
巻
三
五
「
答
劉
子
澄
」

［
又
曰
］
荀
淑
、
正
言
於
梁
氏
用
事
之
日
（
又
た
曰
く
、
荀
淑
、
梁
氏
の

事
を
用
ひ
る
の
日
に
正
言
し
て
）

⑭
（
割
注
１
）
荀
淑
の
伝:

（
原
拠
）『
後
漢
書
』
卷
六
二
「
荀
韓
鍾
陳
列
傳
」

荀
淑
が
朝
廷
で
権
勢
を
振
る
う
外
戚
を
批
判
し
て
疎
ま
れ
、
官
を
辞
す
ま
で
の
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経
緯
を
補
っ
て
い
る
。

⑬
（
続
き
）

而
其
子
爽
已
濡
跡
於
董
卓
専
命
之
朝
（
而
し
て
其
の
子
爽
、
已
に
跡
を
董

卓
命
を
専
ら
に
す
る
の
朝
に
濡
す
）。

⑮
（
割
注
２
）
范
曄
の
荀
爽
評:

（
原
拠
）
⑭
列
伝
の
論
賛

［
范
曄
曰
］
及
董
卓
當
朝
、
爽
及
鄭
玄
、
申
屠
蟠
、
倶
以
處
士
召
32

。
蟠
玄

竟
不
屈
以
全
其
高
。
爽
已
黄
髮
矣
、
獨
至
焉
、
未
十
旬
而
取
卿
相
。
意
者

疑
其
乖
趨
舎
。
余
竊
商
其
情
、
以
爲
出
處
君
子
之
大
致
也
、
平
運
則
弘
道

以
求
志
、
陵
夷
則
濡
跡
以
匡
時
［
乎
］。
荀
公
之
急
急
自
勵
、
其
濡
跡
乎
。

不
然
［
則
］
何
爲
違
貞
吉
而
履
虎
尾
焉
。
觀
其
遜
言
遷
都
之
議
、
以
救
楊
、

黃
之
禍
。
及
後
潛
圖
董
氏
、
幾
振
國
命
、
所
謂
大

若
屈
、
道
固
逶
迤
也
（
范

曄
曰
く
、
董
卓
の
朝
に
當
る
に
及
び
て
、
爽
お
よ
び
鄭
玄
・
申
屠
蟠
、
倶

に
處
士
を
以
て
召
さ
る
。
蟠
・
玄
、竟
に
屈
せ
ず
し
て
以
て
其
の
高
を
全
す
。

爽
、
已
に
黄
髮
な
り
。
獨
り
至
る
。
未
だ
十
旬
な
ら
ず
し
て
卿
相
を
取
る
。

意
ふ
者
は
、
其
の
趨
舎
に
乖
く
を
疑
ふ
。
余
は
竊
か
に
其
の
情
を
商
り
て

以
爲
ら
く
、
跡
を
濡
し
以
て
時
を
匡
せ
る
か
。
然
ら
ず
ん
ば
則
ち
な
ん
す

れ
ぞ
貞
吉
に
違
ひ
て
虎
尾
を
履
め
る
、
と
）。

刪
除
部
分
か
ら
范
曄
の
「
大95％縮小状態

若
屈
」（
大95％縮小状態

は
屈
す
る
が
若
し
）
説
に
絅
斎

が
賛
同
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

⑬
（
続
き
）

及
其
孫
彧
、
則
遂
爲
唐
衡
之
壻
、
曹
操
之
臣
、
而
不
知
以
爲
非
矣
（
其
の

孫
彧
に
及
び
て
は
、
則
ち
遂
に
唐
衡
の
壻
、
曹
操
の
臣
と
な
り
て
、
以
て

非
と
な
す
を
知
ら
ず
）。

⑯
（
割
注
３
）
荀
彧
の
伝:

（
原
拠
）『
後
漢
書
』
卷
七
十
「
鄭
孔
荀
列
傳
」

［
彧
爽
兄
緄
之
子
也
。］
荀
彧
字
文
若
、
潁
川
潁
陰
人
、
朗
陵
令
淑
之
孫
也
。

父
緄
爲
濟
南
相
。
緄
畏
憚
宦
官
、
乃
爲
彧
娶
中
常
侍
唐
衡
女
。
彧
以
少
有

才
名
、
故
得
免
於
譏
議
。
南
陽
何
顒
名
知
人
、
見
彧
而
異
之
、
曰
、
王
佐

才
也
。［
後
爲
曹
操
謀
主
而
死
。
中
常
侍
、
宦
者
官
名
。
朱
子
又
於
答
尤

延
之
及
潘
叔
昌
書
詳
斷
彧
失
身
之
本
末
矣
］（
彧
は
爽
の
兄
緄
の
子
な
り
。

緄
は
宦
官
を
畏
憚
し
て
乃
ち
彧
の
爲
に
中
常
侍
唐
衡
の
女
を
娶
り
、
後
に

曹
操
の
謀
主
と
な
り
て
死
す
。
中
常
侍
は
宦
者
の
官
名
。
朱
子
ま
た
尤
延

之
お
よ
び
潘
叔
昌
に
答
ふ
る
書
に
お
い
て
詳
か
に
彧
の
失
身
の
本
末
を
斷

ず
。）。

こ
こ
で
は
『
後
漢
書
』
中
の
荀
彧
を
評
価
す
る
部
分
を
刪
除
し
た
上
で
、
絅
斎

が
失
節
と
考
え
る
二
件
の
事
柄
を
付
け
加
え
、
更
に
朱
熹
に
荀
彧
の
失
節
を
批

判
す
る
文
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
33

。

⑬
（
続
き
）

蓋
剛
大

方
之
氣
、
折
於
凶
虐
之
餘
、
而
漸
圖
所
以
全
身
就
事
之
計
。
故

不
覺
其
淪
胥
而
至
此
耳
。
想
其
當
時
父
兄
師
友
之
閒
、
亦
自
有
一
種
議
論
、

文
飾
蓋
覆
、
使
驟
而
聽
之
者
、
不
覺
其
爲
非
而
眞
以
爲
是
、
必
有
深
謀
奇

計
、
可
以
治
國
救
民
於
萬
分
有
一
之
中
也
。
邪
説
横
流
、
所
以
甚
於
洪
水

猛
獸
之
害
、孟
子
豈
欺
予
哉
（
蓋
し
剛
大

方
の
氣
、凶
虐
の
餘
に
折
れ
て
、

漸
く
身
を
全
く
し
事
を
就
す
所
以
の
計
を
圖
る
。
故
に
其
の
淪
胥
し
て
此

に
至
る
を
覺
ら
ざ
る
の
み
。
想
ふ
に
、
其
の
當
時
、
父
兄
師
友
の
閒
、
亦

た
自
ら
一
種
の
議
論
、
文
飾
蓋
覆
し
て
、
驟
に
こ
れ
を
聽
く
者
を
し
て
其

の
非
た
る
を
覺
ら
ず
し
て
、
眞
に
以
て
是
れ
必
ず
深
謀
奇
計
、
以
て
萬
分

有
一
の
中
に
國
を
治
め
民
を
救
ふ
べ
き
も
の
あ
り
と
爲
さ
し
む
る
あ
ら
ん

と
。
邪
説
横
流
、
洪
水
猛
獸
の
害
よ
り
甚
し
き
所
以
、
孟
子
豈
に
予
を
欺
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か
ん
や
）。

絅
斎
は
一
見
道
理
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
実
は
詭
弁
に
よ
っ
て
失
節
を

正
当
化
す
る
「
邪
説
横
流
」
の
害
を
警
戒
す
る
朱
熹
の
言
を
一
切
手
を
加
え
ず

に
引
用
し
、
完
全
な
賛
同
を
示
す
。

⑰ �

黄
榦
の
守
節
論:

（
原
拠
）『
性
理
大
全
』
卷
六
二
・
歴
代
四
・
東
漢
・

陳
寔

黄
幹
34

（
←
勉
齋
黄
氏
）
曰
、
陳
太
丘
送
張
讓
［
宦
者
名
］
父
之
䘮
。
人

以
爲
善
類
頼
以
全
活
者
甚
衆
。
前
軰
亦
以
爲
、
太
丘
道
廣
。
嘗
竊
疑
之
。

如
此
則
枉
尺

尋
而
可
爲
歟
。
士
君
子
行
己
立
身
、
自
有
法
度
、
有
義
有

命
。
豈
宜
以
爲
法
。
天
地
如
此
其
廣
、
古
今
如
此
其
逺
、
人
物
如
此
其
衆
。

便
使
東
漢
善
類
盡
爲
宦
官
所
殺
、
世
亦
曷
嘗
無
善
類
哉
。
若
使
是
眞
丈
夫

又
豈
畏
宦
官
之
禍
而
藉
太
丘
如
此
之
屈
辱
、
以
全
其
身
哉
。
吾
人
於
此
等

處
、

須
見
得
分
明
、
不
然
未
有
不
墮
坑
落
塹
者
也
（
黄
幹
曰
く
、
陳
太

丘
、
張
讓
［
宦
官
の
名
］
が
父
の
喪
を
送
る
。
人
以
て
善
類
の
頼
り
て
以

て
全
活
す
る
者
甚
だ
衆
と
な
す
。
前
輩
も
亦
た
以
て
太
丘
は
道
廣
し
と
な

す
。
嘗
て
竊
か
に
こ
れ
を
疑
ふ
。
此
の
如
く
な
れ
ば
則
ち
尺
を
枉
げ
尋
を

く
し
て
、
而
も
な
す
べ
き
か
、
と
。
士
君
子
、
己
を
行
ひ
身
を
立
つ
る
、

自
ら
法
度
あ
り
、
義
あ
り
命
あ
り
。
豈
に
宜
し
く
以
て
法
と
な
す
べ
け
ん

や
。
天
地
此
の
如
く
其
れ
廣
く
、
古
今
此
の
如
く
其
れ
遠
く
、
人
物
此
の

如
く
其
れ
衆
し
。
便
ち
東
漢
の
善
類
を
し
て
盡
く
宦
官
の
殺
す
所
と
な
ら

し
む
る
と
も
、
世
亦
た
曷
ぞ
嘗
て
善
類
無
か
ら
ん
や
。
若
し
是
れ
眞
丈
夫

な
ら
し
め
ば
、
又
た
豈
に
宦
官
の
禍
を
畏
れ
て
、
太
丘
此
の
如
く
の
屈
辱

に
藉
り
て
、
以
て
其
の
身
を
全
く
せ
ん
や
。
吾
人
此
等
の
處
に
お
い
て

ち
に
須
く
見
得
て
分
明
な
る
べ
し
。
然
ら
ず
ん
ば
、
未
だ
坑
に
堕
ち
塹
に

落
ち
ざ
る
者
あ
ら
ざ
る
な
り
）。

こ
こ
で
も
、
朱
熹
の
娘
婿
で
あ
り
、『
朱
子
行
状
』
撰
者
で
あ
る
黄
榦
の
守
節

に
つ
い
て
の
警
句
を
基
本
的
に
手
を
加
え
ず
に
引
用
し
、
完
全
な
賛
同
を
示
す
。

唯
一
手
を
加
え
て
い
る
の
が
、
宦
官
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
記
で
あ
る
の
も
絅

斎
の
思
想
を
強
く
表
し
て
い
る
。

３
、
巻
一
に
現
れ
る
絅
斎
の
学
の
特
徴

以
上
、
巻
一
は
、
朱
熹
『
集
注
』
所
載
の
屈
原
賦
に
『
集
注
』
か
ら
朱
熹
の

序
と
屈
原
の
伝
を
冠
し
、
守
節
を
め
ぐ
る
朱
熹
の
論
と
そ
れ
を
支
え
る
資
料
を

加
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
絅
斎
の
学
の
特
徴
が
強
く
見
え

て
来
る
。

 １） 

朱
熹
尊
崇

（1） 

朱
熹
の
学
（
お
よ
び
朱
子
学
）
に
依
拠

巻
一
に
収
録
さ
れ
る
文
は
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』『
楚
辭
後
語
』
を
主
な
出
典

と
し
、
加
え
ら
れ
る
割
注
も
人
物
の
伝
記
資
料
を
史
書
に
頼
る
他
は
『
朱
子
語

類
』『
朱
子
文
集
』『
性
理
大
全
』
と
朱
子
学
の
文
献
を
出
典
と
し
て
い
る
35

。

（2） 

基
本
的
に
は
）
朱
熹
の
文
に
は
手
を
加
え
な
い
。

『
楚
辭
集
注
』『
楚
辭
後
語
』『
朱
子
語
類
』『
朱
子
文
集
』
か
ら
長
尺
の
引
用

を
行
っ
て
い
る
が
、「
朱
子
曰
」
と
い
っ
た
最
小
限
の
導
入
の
語
を
加
え
る
他
は
、

省
略
も
加
筆
も
せ
ず
、
全
く
手
を
加
え
な
い
。

(3) 
朱
説
に
従
う
。
或
い
は
倣
う
。

朱
説
に
従
っ
て
の
改
編
の
例
と
し
て
は
、遺
言
「
懐
沙
」
乱
辞
に
つ
い
て
（
字

句
は
『
集
注
』
の
通
り
で
あ
る
が
）
朱
説
に
従
っ
て
一
部
の
前
後
を
入
れ
替
え

て
い
る
。
朱
説
に
倣
う
例
と
し
て
は
、
揚
雄
「
反
離
騒
」
へ
の
朱
熹
序
全
文
を
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収
め
る
の
は
、『
後
語
』
序
に
言
う
「
以
明
天
下
之
大
戒
也
」（
以
て
天
下
の
大

戒
を
明
か
に
す
る
也
）
の
意
に
倣
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

(4) 

と
は
い
え
盲
従
は
し
な
い
。

⑥
揚
雄
「
反
離
騒
」
朱
熹
序
の
劉
歆
の
子
の
名
の
例
で
は
、
朱
熹
の
原
文
を

一
応
そ
の
ま
ま
引
き
な
が
ら
も
原
文
の
誤
り
を
割
注
で
指
摘
し
て
い
る
。
絅
斎

が
『
遺
言
』
執
筆
に
当
た
っ
て
精
密
な
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
、
朱
熹
を
尊
崇

す
る
姿
勢
は
強
い
が
盲
従
で
は
な
い
学
究
姿
勢
を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

 ２) 

崎
門
派
の
思
想
的
特
徴
が
色
濃
い
。

つ
ま
り
、
忠(

君
臣
の
大
義)
お
よ
び
守
節
を
重
視
す
る
姿
勢
が
突
出
し
て

い
る
。

(1) 

朱
熹
の
文
に
も
敢
え
て
手
を
加
え
て
、
大
義
を
貫
徹
す
る
。

朱
熹
尊
崇
を
特
徴
と
す
る
『
遺
言
』
で
あ
る
が
、
大
義
に
関
わ
れ
ば
、
朱
熹

の
文
に
も
敢
え
て
手
を
加
え
て
、
大
義
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
。
原
理
原
則
に

拘
る
崎
門
派
ら
し
い
と
言
え
る
。
主
な
例
を
二
点
挙
げ
る
。

ま
ず
、
字
を
名
に
変
更
す
る
点
。
屈
原
に
つ
い
て
、『
集
注
』
が
「
原
」
と

字
を
用
い
る
の
を
『
遺
言
』
は
逐
一
「
平
」
と
名
に
改
め
て
い
る
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
、『
遺
言
』
本
文
で
も
『
講
義
』
で
も
絅
斎
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
が
、

既
に
見
た
よ
う
に
、
他
の
引
用
文
で
も
全
て
同
様
に
字
を
逐
一
名
に
改
め
て
お

り
36

、『
遺
言
』
全
巻
に
お
い
て
孔
孟
程
朱
の
四
人
以
外
に
は
全
て
名
を
用
い
て

い
る
37

。
朱
子
学
者
と
し
て
の
姿
勢
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
38

。

次
に
、原
文
に
無
い
字
句
を
挿
入
す
る
点
。
⑥
朱
熹
『
楚
辭
後
語
』
揚
雄
「
反

離
騒
」
序
の
引
用
に
お
い
て
、
冒
頭
の
漢
朝
と
新
朝
で
の
官
職
名
の
間
に
原
文

に
は
無
い
「
句
」
の
一
字
を
小
字
で
挿
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
遺

言
』
に
も
『
講
義
』
に
も
絅
斎
が
そ
の
意
図
を
述
べ
る
語
は
見
え
な
い
が
、
絅

斎
が
正
統
王
朝
と
み
な
す
漢
朝
へ
の
出
仕
と
簒
奪
王
朝
と
み
な
す
王
莽
の
新
朝

へ
の
出
仕
と
を
同
列
に
扱
う
こ
と
を
嫌
い
、
こ
の
二
朝
を
峻
別
す
る
た
め
と
見

て
、
ほ
ぼ
間
違
い
無
い
だ
ろ
う
。

(2) 

朱
熹
の
文
以
外
に
加
え
る
改
編
に
見
え
る
思
想
的
特
徴

朱
熹
の
文
へ
の
改
編
は
抑
制
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
文
に
は

大
幅
な
改
編
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
編
は
雄
弁
に
絅
斎
の
思
想
を

語
る
。
主
な
二
点
を
指
摘
す
る
。

ま
ず
、
刪
除
で
あ
る
。
②
の
司
馬
遷
に
よ
る
屈
原
評
や
⑮
范
曄
の
荀
爽
評
で

見
た
よ
う
に
、
自
説
と
異
な
る
言
辞
は
執
拗
な
ほ
ど
徹
底
し
て
刪
除
し
、
自
説

を
貫
徹
し
て
い
る
。

次
は
、
挿
入
で
あ
る
。
絅
斎
は
本
文
の
み
な
ら
ず
、
本
文
に
加
え
る
割
注
で

さ
え
も
基
本
的
に
引
用
に
よ
っ
て
お
り
、
自
ら
が
文
を
書
き
加
え
る
こ
と
は
極

力
避
け
て
い
る
が
、
自
身
で
語
を
書
き
加
え
て
い
る
箇
所
が
巻
一
で
は
三
箇
所

あ
る
。
こ
れ
ら
の
僅
か
な
例
外
は
絅
斎
の
強
い
拘
り
が
現
れ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
一
例
目
は
⑰
陳
太
丘
に
つ
い
て
の
黄
榦
の
評
に
お
い
て
「
宦
官
」

と
割
注
を
挿
入
、
二
例
目
は
⑩
薛
方
の
伝
に
お
い
て
「
簒
國
」
の
一
語
を
挿
入
、

三
例
目
は
⑪
司
馬
光
に
よ
る
龔
勝
評
に
割
注
し
て
、
班
固
が
謀
逆
の
罪
に
連
座

し
て
獄
死
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
刪
除
と
挿
入
と
い
う
正
反
対

の
方
向
性
か
ら
の
改
編
は
、
し
か
し
君
臣
の
大
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点

で
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

　
　
　

む
す
び
に

最
後
に
、
肝
心
の
屈
原
観
で
あ
る
が
、『
遺
言
』
に
お
け
る
屈
原
は
、
忠
（
君

臣
の
大
義
）
と
守
節
と
い
う
絅
斎
が
最
も
重
視
す
る
価
値
を
擬
人
化
し
た
象
徴
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で
あ
る
と
言
え
る
。
屈
原
と
い
う
人
物
の
実
像
に
つ
い
て
の
関
心
や
辞
賦
自
体

へ
の
関
心
は
少
な
く
と
も
『
遺
言
』
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
遺
言
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
辞
賦
本
体
で
は
な
く
乱
辞
で
あ
り
、「
離
騒
」
も
篇
名

が
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
等
、
巻
一
の
内
容
と
構
成
に
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
絅
斎
は
屈
原
と
い
う
象
徴
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
守
節
観
を
展
開
し

て
い
る
の
か
、
こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
て
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

附
記:

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究(

Ｃ)

「
国
際
漢
学
に
お
け

る
日
本
楚
辞
学
の
位
置
づ
け
と
意
義
」（
課
題
番
号19K00377

）
の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。

1 �

浅
見
絅
斎
の
伝
お
よ
び
そ
の
学
と
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浅
見
絅
斎

講
『
楚
辭
師
説
』
研
究
序
説
―
埼
門
派
の
学
と
思
想
―
」『
宮
崎
公
立
大
学

人
文
学
部
紀
要
』（
第
二
八
巻
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。
な
お
、
論
文
題

の
「
埼
門
」
は
「
崎
門
」
の
誤
り
。

2 �

石
本
道
明
「
淺
見
絧
齋
『
楚
辭
師
説
』
小
考
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
六
巻
、

第
一
二
号
、
二
〇
一
五
年
。

3 �「
靖
獻
遺
言
講
義
跋
」近
藤
啓
吾
・
金
本
正
孝
編『
淺
見
絅
齋
集
』国
書
刊
行
会
、

一
九
八
九
年
所
収
、
三
六
四
頁
。

4 �

な
お
、
門
生
に
よ
る
『
靖
献
遺
言
』
の
講
義
筆
録
や
、
近
代
以
降
の
研
究

者
に
よ
る
注
釈
書
も
『
靖
献
遺
言
講
義
』
と
題
す
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、

以
下
で
も
書
名
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
用
い
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
こ
の
点

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

5 �

貞
享
四
年
の
年
の
九
月
三
十
日
か
ら
元
禄
元
年
と
な
る
。

6 �

詳
細
は
「
第
二
章
［
附
］
靖
献
遺
言
の
改
訂
」
近
藤
啓
吾
『
増
訂
淺
見
絅

齋
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
お
よ
び
近
藤
「
解
題
」
近
藤
・

金
本
編
、
前
掲
書
参
照
。

7 �

当
該
書
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
所
収
テ
ク
ス
ト
は
沼
田
宇
源
太
刊
『
靖
獻

遺
言
講
義
』（
明
治
四
四
年
刊
行
）
の
本
文
を
影
印
で
収
録
。
当
初
は
伝
存

す
る
中
で
最
も
早
期
の
刊
本
で
あ
る
青
表
紙
・
無
刊
記
本
を
復
刻
し
よ
う

と
し
た
が
、
伝
存
す
る
諸
本
は
全
て
満
紙
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
て
読
み
難

い
た
め
断
念
。
沼
田
本
の
誤
植
を
（
上
述
の
無
刊
記
本
に
拠
り
）
改
訂
し

た
上
で
影
印
で
収
録
し
た
と
言
う
。

8 �

使
用
し
た
写
本
に
つ
い
て
は
当
該
書
「
解
題
」
に
は
「
写
本
に
よ
っ
て
収
め

る
」
と
の
み
記
さ
れ
、
写
本
名
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
近

藤
啓
吾
『
靖
獻
遺
言
講
義
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）「
凡
例
」
に

以
下
の
写
本
を
近
藤
が
家
蔵
し
、
参
考
文
献
と
し
て
用
い
た
と
あ
る
。
浅

見
絅
斎
『
講
説
』、
浅
見
絅
斎
『
講
義
』、
若
林
強
斎
『
講
義
』、
谷
秦
山
『
講

義
』、
西
依
墨
山
『
講
義
』、
落
合
東
堤
『
書
き
入
れ
』。
な
お
、
本
文
で
述

べ
る
よ
う
に
、『
講
義
』
の
初
刊
本
と
し
て
寛
延
元
年
本
が
あ
り
、
こ
れ
を

底
本
と
し
て
採
用
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
阿
部
吉
雄
他
編
『
朝
鮮
の
朱
子
學
』

明
徳
出
版
社
、
一
九
七
七
年
等
）、
近
藤
は
、
寛
延
元
年
本
は
写
本
と
比
べ

る
と
、
刊
行
者
に
よ
っ
て
全
体
に
わ
た
り
多
く
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、絅
斎
に
よ
る
講
義
の
本
来
の
姿
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
巻
六
「
謝

枋
得
」「
余
説
」
近
藤
、前
掲
『
講
義
』
に
具
体
例
。
更
に
詳
細
は
近
藤
「
解

題
」
近
藤
・
金
本
編
、
前
掲
書
参
照
）。
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9 �

な
お
「
靖
獻
遺
言
跋
」
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
『
靖
獻
遺
言
講
義
』
の
跋

文
で
あ
る
。

10 �
谷
秦
山
（
た
に
・
じ
ん
ざ
ん
。
一
六
六
三
|
一
七
一
八
）
は
土
佐
藩
に
伝
わ
っ

た
朱
子
学
「
南
海
朱
子
学
派
」
に
属
す
る
一
人
。
始
め
浅
見
絅
斎
、
次
い

で
山
崎
闇
斎
に
師
事
し
た
。

11 �

谷
秦
山
『
靖
獻
遺
言
講
義
』。
近
藤
、
前
掲
『
講
義
』
七
四
四
頁
所
引
。

12 �

楠
木
正
成
（
生
年
不
詳
|
一
三
三
六
年
）
は
幕
末
か
ら
近
代
日
本
に
お
い

て
尊
王
の
忠
臣
と
し
て
盛
ん
に
称
揚
さ
れ
た
が
、
崎
門
派
に
よ
る
尊
崇
も

こ
の
こ
と
に
力
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
絅
斎
の
高
弟
強
斎
が
開
い
た
学
堂

「
望
楠
軒
」
は
正
成
に
ち
な
ん
だ
命
名
で
あ
る
。

13 �

清
涼
殿
へ
の
昇
殿
を
許
さ
れ
る
家
柄
の
上
級
貴
族
。

14 �

竹
内
式
部
と
『
遺
言
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
近
藤
、『
淺
見
絅

齋
の
研
究
』、
一
三
一
|
一
三
三
頁
参
照
。

15 �『
遺
言
』
の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
近
藤
、
前
掲
『
淺
見
絅

齋
の
研
究
』
一
二
頁
参
照
。

16 

野
山
獄
（
の
や
ま
ご
く
）
は
萩
に
あ
っ
た
長
州
藩
の
獄
。

17 

吉
田
松
陰
「
屈
原
」、「
二
十
一
回
未
焚
稿
」（
安
政
元
年
）「
詠
史
八
種
　
靖

獻
遺
言
を
讀
む
に
因
り
て
作
る
」、「
松
陰
詩
稿
」
山
口
県
教
育
会
編
『
吉

田
松
陰
全
集
』
第
六
巻
、
二
〇
一
二
年
、
四
五
|
四
六
頁
。

18 �

林
田
愼
之
助『
幕
末
維
新
の
漢
詩 : 

志
士
た
ち
の
人
生
を
読
む
』筑
摩
書
房
、

二
〇
一
四
年
、
七
三
頁
。

19 �

出
典
に
「〈
思
起
〉
を
〈
憶
起
〉
と
推
敲
あ
り
」
と
あ
る
に
従
う
（『
高
杉

晋
作
全
集
』
四
四
九
頁
）。

20 �

高
杉
晋
作
「
囚
中
作
」
堀
哲
三
郎
編
『
高
杉
晋
作
全
集
』（
下
巻
）
人
物
往
来
社
、

一
九
七
四
年
、
四
四
九
頁
。

21 �

栗
本
鋤
雲
「
匏
庵
詩
集
」
一
八
頁
、日
本
史
籍
協
会
編
『
匏
庵
遺
稿
二
』（
続

日
本
史
籍
協
会
叢
書
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
復
刻
。

22 �

西
郷
隆
盛
「
偶
成
」、
西
郷
隆
盛
全
集
編
纂
委
員
会
編
『
西
郷
隆
盛
全
集
』

第
四
巻
、
大
和
書
房
、
一
九
七
八
年
、
二
七
頁
。

23 �

近
藤
啓
吾
『
靖
獻
遺
言
講
義
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
、
七
五
八
頁
。

24 �

以
下
、
近
藤
・
金
本
編
、
前
掲
書
所
収
テ
ク
ス
ト
を
底
本
と
す
る
。
底
本

は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
文
の
一
部
に
漢
文
が
混
じ
り
、
返
り
点
が
打
た

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
返
り
点
は
打
た
ず
に
読
み
下
す
。
な
お
、
阿
部

他
編
、
前
掲
書
（
底
本
は
寛
延
刊
本
）
を
参
照
し
、
送
り
仮
名
や
読
点
等

に
若
干
の
変
更
も
加
え
た
。
ま
た
、
底
本
と
阿
部
本
収
録
版
に
は
文
字
の

異
同
が
少
な
く
な
い
が
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
大
き
な
異
同
に
※
印

を
付
す
に
留
め
る
。

25 �

絅
斎
の
こ
の
考
え
は
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
前
序
の
「
庶
幾
讀
者
得
以
見
古

人
於
千
載
之
上
、
而
死
者
可
作
又
足
以
知
千
載
之
下
、
有
知
我
者
而
不
恨

於
來
者
之
不
聞
也
」
を
想
起
さ
せ
る
。

26 �

以
下
、
原
拠
文
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
近
藤
、
前
掲
『
講
義
』
一
四
―

五
三
頁
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

27 �

史
記
「
屈
原
伝
」
を
引
用
し
て
経
緯
を
補
う
が
、『
史
記
』
本
文
と
は
若
干

の
異
同
が
あ
る
。
絅
斎
は
字
句
に
変
更
は
加
え
て
い
な
い
が
、
部
分
的
に

割
愛
し
て
い
る
。

28 �

絅
斎
の
湯
武
革
命
に
対
す
る
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
詳
細
は
、
前
掲
注
１

拙
稿
参
照
。

29 �

先
に
見
た
『
楚
辭
集
注
』「
離
騒
」
序
中
の
「
原
」
に
つ
い
て
は
、逐
一
「
平
」
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に
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
朱
熹
の
文
を
尊
重
す
る
た
め
で
は

な
く
、
絅
斎
ら
し
か
ら
ぬ
訂
正
漏
れ
で
あ
ろ
う
か
。

30 �
朱
熹
『
集
注
』
は
「
曾
傷
爰
哀
…
人
心
不
可
謂
兮
」
句
に
注
し
て
「
按
此

四
句
若
依
史
記
移
著
上
文
懷
質
抱
情
之
上
…
文
意
尤
通
貫
」
と
言
う
。

31 �

沼
田
本
講
義
に
「
句
ト
ア
ル
ハ
此
句
ギ
リ
デ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ハ
ツ
キ
リ
ト
二
主
ニ
事
ヘ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

タ0

ヿ0

ガ
見
エ
ル

0

0

0

0

」
と
言
う
（
近
藤
・
金
本
編
、
前
掲
書
、
二
〇
頁
）。
な
お
、

沼
田
は
講
義
執
筆
に
当
た
っ
て
、
崎
門
に
連
な
る
内
田
周
平
所
蔵
の
書
入

本
を
用
い
て
補
正
を
し
、
内
田
の
厳
密
な
校
訂
を
経
た
と
し
て
お
り
、
更

に
補
正
を
加
え
る
土
台
に
用
い
た
写
本
二
種
に
つ
い
て
も
、
強
斎
『
靖
獻

遺
言
』
講
義
と
の
類
似
か
ら
絅
斎
門
下
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
測
、
つ
ま

り
自
身
の
講
義
は
絅
斎
門
下
に
伝
わ
っ
た
内
容
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。

32 �

傍
線
部
で
は
原
拠
の
表
現
が
再
編
さ
れ
て
い
る
。
原
拠
の
『
後
漢
書
』「
荀

韓
鍾
陳
列
傳
」
で
は
「
荀
爽
、
鄭
玄
、
申
屠
蟠
俱
以
儒
行
爲
處
士
、
累
徵

並
謝
病
不
詣
。
及
董
卓
當
朝
、
復
備
禮
召
之
」。

33 

『
朱
子
文
集
』
に
「
答
尤
延
之
」（
巻
三
七
）
お
よ
び
「
答
潘
叔
昌
」（
巻

四
六
）
を
収
め
る
。

34 �『
遺
言
』
は
「
榦
」
を
「
幹
」
に
誤
る
。

35 �

こ
こ
に
は
崎
門
派
の
特
徴
が
見
え
る
。
崎
門
派
は
実
践
を
重
視
し
て
、
林

家
に
代
表
さ
れ
る
広
く
修
め
る
学
風
を
批
判
し
、
学
ぶ
べ
き
文
献
を
厳
選

（
限
定
）
し
た
。
詳
細
は
前
掲
注
１
拙
稿
参
照
。

36 �

例
外
的
に
、『
集
注
』
前
序
「
原
之
爲
人
」
の
箇
所
の
み
字
が
残
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
29
参
照
。

37 �

近
藤
、『
講
義
』、
一
六
頁
。

38 �

こ
の
点
に
つ
い
て
、
沼
田
本
は
「
字
で
呼
ぶ
の
は
そ
の
人
物
に
敬
意
を
示

す
こ
と
に
な
る
た
め
、
敢
へ
て
名
を
用
い
て
、
日
本
人
が
日
本
人
の
道
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
参
考
と
す
る
意
を
示
し
た
」
と
し
て
お
り
、
近
藤

も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
沼
田
本
は
絅
斎
門
下
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
（
前
掲
注
31
）、
絅
斎
の
説
を
伝
え
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
確
証
と
は
言
え
な
い
。
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